いわ て 未来 づく り 機 構 
令 和 2 年 度 総会 ・ 第 2 回 ラウ ンド テー ブル 


日 時 : 令 和 2 年 11 月 12 日 (A) 
総 会 9 :45 ン 10:05 


ラウ ンド テー ブル 10:05~12:00 
会 場 : アー ト ホ テ ル 成 岡 3 階 鳳 風 の 間 


次 第 
総会 9:45<10:05 
1 開会 
2 共同 代表 挨拶 
3 議 


令 和 元 年 度 活動 実績 ( 案 ) に つい て 


(2) 議案 第 2 号 令 和 2 年 度 活動 計画 ( 案 ) に つい て 


ラウ ンド テー ブル 10:05~12:00 
テー マ 「 地 域 を 牽引 する 産学 官 連携 及び 高等 教育 の 将来 像 」 


1 講演 
講師 経済 産業 省 東北 経済 産業 局長 渡邊 政喜 氏 
セル スペ クト 株 式 会 社 代表 取締 役 兼 CEO 岩渕 拓也 氏 


2 ディ スカ ッ シ ョ ン 


3 閉会 


出席 者 
【 講 師 】 




















































































































































































































































































































経済 産業 省 東北 経済 産業 局長 渡邊 政喜 氏 
セル スペ クト 株 式 会 社 代表 取締 役 兼 CEO 岩渕 拓也 氏 
【 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー】 
氏 名 所 属 m 4 
$e 岩手 県 商工 会 議 所 連合 会 会 
谷村 邦久 | 2 ちの く コ ユカ ・ コ ュー ラボ トリ ング 岳 代 表 取締 役 会 長 
高橋 Be | (一 社 ) 岩 手 経済 同友 会 代表 幹事 、 帆 岩手 銀行 代表 取締 役 会 長 
米谷 春夫 | 大 船渡 商工 会 議 所 会 頭 、 則 マ イヤ 代表 取締 役 会 長 
小 川 Al | 岩手 大 学 学長 
鈴木 厚 人 | 岩手 県 立 大 学 学長 
達 増 拓也 | 岩手 県 知事 
【 企 画 委員 会 委員 】 
氏 & 所 属 職 4 
堀江 淳 | 岩手 県 立 大 学 副 学 長 (総務 ) ノ 事務 局長 【 企 画 委員 長 】 
橋本 良隆 | 岩手 県 商工 会 議 所 連合 会 専務 理事 
佐々 木 泰司 | AEST 常務 取締 役 
藤代 博之 | 岩手 大 学 理事 (総務 ・ 企 画 ・ 評 価 ・ 広 報 担当 ) ノ 副 学長 
八重 極 幸治 | 岩手 県 政策 企画 部 長 
【 作 業 部 会 座長 】 
氏 名 所 属 m 名 
小川 晃子 | 医療 福祉 連携 作業 部 会 座長 岩手 県 立 大 学名 准 教 授 ・ 特 命 教授 
高橋 則 仁 | 【 欠 席 】 かけ 橋 作業 部 会 座長 APRA A CEL IRD a RR 
田代 高 章 | 復興 教育 作業 部 会 座長 岩手 大 学 教育 学部 教授 
菊池 芳彦 | いわ て 復興 未来 塾 作業 部 会 座長 岩手 県 復興 局 副 局 長 















































古舘 BE 





ベー ショッ 推進 作業 部 会 座長 岩手 県 政策 地域 部 











学 ・ 情 報 政策 室長 











TI て 











庄司 知恵 子 | 子育て 支援 作業 部 会 座長 





県 立 大 学 社会 福祉 学部 准 教授 
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【 欠 席 】 rl Sethe ERASE 
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高橋 則 仁 (FH) 
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小野 寺 純 治 








ふる さと いわて 創 千 作業 部 会 座長 (※) 月 手 大 学 6 





























究 文 援 ・ 産 学 連携 セン ター 客員 教授 








※ 令 和 





元 年 度 で 活動 終了 





令 和 元 年 度 活動 実績 ( 案 ) に つい て 


いわ て 未来 づく り 機 構 会 則 第 7 の 3 (2) に より 、 令 和 
元 年 度 活動 実績 に つい て 、 次 の と お り 承 認 を 求め る 。 


令 和 2 年 11 月 12 日 


いわ て 未来 づく り 機構 令 和 元 年 度 実績 報告 
1 総会 > ラウ ンド テー ブル の 


aS eee. ee 





一 総 会 ・ 会則 改正 、 平成 30 年 度 活動 実績 、 令 和 元 年 度 活動 計画 を 承認 

開催 日 :R 1.7.8( 月 ) ・「 脱 優等 生 が 創る ニッ ポン の 未来 」 と 題し 、 慶 応 義 塾 大 学 先端 生命 科学 
場所 : サ ン セ ー ル 盛岡 研究 所 所 長 冨田 勝 氏 より 講演 

田 第 1 回 ラウ ンド テー ブル ・「 国 際 研 究 拠 点 の 形成 と イノ ベー ショ ン の 創出 」 を テー マ に ディ スカ ッ シ ョ ン 
開催 日 ・ 場 所 : 同上 

画 第 2 回 ラウ ンド テー ブル ・ 各 作業 部 会 か ら 活動 状況 を 報告 し 、 報告 され た 内 容 に つい て ディ スカ ッ 
開催 日 :R1.12.13( 金 ) ショ ン 

場所 : サン セー ル 盛 岡 ・「 北 上 川 バ レー プロ ジェ クト 」 ア ドバイ ザ リ ー ボ ー ド に つい て 、 事 務 局 か ら 

情報 提供 

画 第 3 回 ラウ ンド テー ブル ・「SDGs 達 成 に 向け た 内 外 の 取組 と 地方 創 生 」 と 題し 、 国連 大 学 サ ステ イ 
Baté BA :R2.2.18() ナビ リティ 高等 研究 所 上 級 客員 教授 竹本 和彦 氏 よ り 講 演 

場所 Ue LR ・「SDGs の 視点 に よる 今後 の 地域 づく り 」 を テー マ に ディ スカ ッ シ ョ ン 


・「 地 域 連 携 プ ラッ ト フ ォ ー ム 構築 に 関す る ガイ ドラ イン (素案 )」 の 概要 に つ 
いて 報告 





2 「 北 上 川 バ レー プロ ジェ クト 」 ア ドバイ ザ リ ー ボ ー ド 
a Sn, 7 


| De Sip PA) 1 市 町 村 ・ 県 職員 向け 勉強 会 
spe eC) ① 日 時 令 和 元 年 11 月 25 日 (月 )( サ ン セ ー ル 盛岡 ) 
講演 ② 内 容 (7) 「Society5.0 と 地方 創 生 」 講師 : 堀 健一 氏 
( イ ) 次 世代 の 社会 イン フラ と し て の シェ アリ ング エコ ノミ ー 講師 : 葵 口 恵 美 氏 
2 「Ai 実 装 促進 に 向け た キッ クオ フ セ ミ ナー」 
OAR 令 和 2 年 1 月 30 日 ( 木 ( エ スポ ワー ル い わ て ) 
QAR 産業 ・ 社 会 の 変革 に AI が 果たす 役割 と 地方 に お ける 取組 の 必要 性 に つい て 
~Al for Society 5.0~ 講師 : 本 村 陽 一 氏 
3 第 2 回 北上 川 バ レー プロ ジェ クト シン ポジ ウム 
① 日 時 令 和 2 年 2 月 10 日 (月 ) (岩手 大 学 銀河 ホー ル ) 
② 内 容 「 省 エネ 社会 を 拓く 革新 的 半導体 技術 と 岩手 へ の 期待 
< 地域 と 世界 を 繋げ る オー プン イノ ベー ショ ン 型 産学 官 金 連携 」 
講師 : 東 北大 学 国際 集積 エレ クト ロニ クス 研究 開発 セン ター 長 遠藤 哲郎 氏 
堀 氏 : 花 北 地域 まち づく り グ ラン ド デ ザ イン 研究 会 と の 意見 交換 
矢巾 町 ・ 紫 波 町 ・ 北 上 市 視察 (R1.11) 
SOK: 遠野 市 役所 及び ( 則 ネ クス トコ モン ズ と の 意見 交換 (R1.11) 
本 村 氏 : 県 内 企業 訪問 (Al を 活用 し た 製品 開発 、 サ ービス 提供 の 可能 性 ) (R2.1) 
本 村 氏 ・ 橋 本 氏 : 県 立 大 学 (AI コ ン ソ ー シ ア ム と 県 立 大 学 ソ フト ウェ ア 情 報 学 部 の 連携 の 
可能 性 ) (R2.1) 





3 県 民 運 動 及 び 作業 部 会 


県 民 運 動 AGEL Dl 
イノ ベー ショ ン 推進 
Mets me 


技術 の 進展 
へ の 対応 


いわ て 復興 未来 塾 
CR) 


新しい 三陸 創造 
【 県 】 


※ 令 和 元 年 度 で 
活動 終了 





県 民 運 重 部 会 名 【 担 当 機関 】 
【 岩 手 大 】 

※ 令 和 元 年 度 で 
活動 終了 


医療 福祉 連携 
【 県 立 大 】 


子育て 支援 
【 県 立 大 】 





O ドロ 物流 の 社会 実装 に 向け た 実証 実験 を 、 令 和 2 年 2 月 に 岩泉 町 で 実施 
22 回 飛行 し 、18 回 成功 
※ 配 送 し た 商品 : 岩泉 ヨー グル ト 、 龍泉 洞 の 化粧 水 な ど ( 約 1kg) 
〇 「 暮 らし x 遊び x イノ ベー ショ ン 」 を テー マ に し た ワー クシ ョ ッ プ を 、 令 和 2 
年 2 月 に 紫波 町 で 開催 


〇 復興 支援 プロ ジェ クト 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 」 を 展開 

〇 復興 支援 ポ ボー タル サイ ト 等 の アク セス 数 は 、 目標 220.000 ア クセ ス に 対し 
324,.164 ア クセ ス を 記録 

〇 復興 支援 マッ チン グ は 、 目 標 15 件 に 対し 、16 件 の マッ チン グ が 成立 

〇 「 岩 手 か け 橋 共 創 ネッ トワ ー ク 会 議 」 を 9 月 に 東京 で 開催 


〇 いわ て 復興 未来 塾 を 2 回 開催 
・ 第 1 回 R 元 .11.16 会 場 : 陸前 高田 市 
テー マ 「 思 い を 伝え 、 つ な ぐ 。 未来 の た め の 伝承 ・ 発 信 」 約 150 名 参加 
・ 第 2 回 R2.1.26 会 場 : 盛岡 市 
テー マ 「 間 も な く 9 年 、 復興 の これ か ら 」 約 120 名 参加 
〇 三陸 防災 復興 プロ ジェ クト 2019 の 成功 に 向け た 機運 醸成 及び 周知 活動 
来場 者 数 : 約 18 万 5 千 人 (目標 約 15 万 人 ) 経済 波及 効果 : 約 35.9 億 円 
O ビー リー ルド カプ 2019" 釜 石 開 催 の 成功 に 向け た 機運 醸成 及び 周知 活動 
入場 者 数 : 14.025 人 (9/25 フィ ジー 対 ウル グ ア イ ) 


〇 O「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 に よる 講師 派遣 を 実施 
事業 の 周知 方 法 の 改善 等 に より 、 前 年 度 か ら 派遣 件 数 が 大 幅 増 
H30 派遣 件 数 1 件 (86 名 参加 ) 一 R 元 派遣 件 数 13 件 (2.244 名 参加 ) 
〇 学校 側 の ニー ズ の 変化 を 踏ま そえ を 、「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 の 実施 要 
項 の 改訂 





O R 元 .11.23、 岩 手 産業 文化 セン ター を 会 場 に 「 ふ る さと 発見 ! 大 交流 会 in 
Iwate2019」 を 開催 
151 の 出展 団体 と 1.463 名 の 来場 者 が 交流 、 来 場 者 の 満足 度 96.89% 
O 地域 志向 型 イ ンタ ー ン シッ プ を 7 地域 で 開催 、 計 56 名 参加 


〇 岩泉 町 安 家 地区 (539 人 ・ 高 齢 化 率 57.99%%) に お いて 、 全 世帯 に 配布 され 
て いる 電話 型 IP 端末 に 、 安 否 確 認 シ ステ ム を 実装 し 社会 実験 を 実施 

O Al スピ ー カ ー に よる 服薬 支援 見 守り の 開発 

〇 「 遠 隔 通 い の 場 ロボ ッ ト Kadaru-Be」 の 社会 実験 を 実施 


〇 ワー ク ・ ラ イフ ・ バ ラン ス 推 進 セ ミナ ー を 実施 
様々 な 事例 を 交え な が ら パ ネル ディ スカ ッ シ ョ ン を 行い 、 好 評 を 得 た 
〇 「 子 育て 支援 環境 が 整っ た 企業 に 特 化し た イン ター ンシップ 」 を 実施 
(参加 企業 ) 自分 の 職場 の 状況 を 知る 良い 機会 に な り 、 子 育て 支援 環境 
の 整っ た 企業 と し て の 周知 に つなが っ た 
(参加 者 ) 働く こと 自体 の 捉え 直し や 、 子 育て に つい て 考え る きっ か け に な っ た 





活動 の 企画 調整 を 担う 組織 と し て 、 企画 委員 会 を 3 回 開催 。 


令 和 2 年 度 活動 計画 ( 案 ) に つい て 


いわ て 未来 づく り 機 構 会 則 第 7 の 3 (1) CRY, Bho 
2 年 度 活動 計画 ( 案 ) に つい て 、 次 の 通り 承認 を 求め る 。 


令 和 2 年 11 月 12 日 
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sopeat ESI 
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アド バイ サリ ー 
ボー ド 





いわ て 未来 づく り 機構 令 和 2 年 度 活動 計画 ( 案 ) 





【 第 3 る フェー ズ 目標 (2018 年 度 ~2022 年 度 )】 


科学 技術 の 進展 と 整備 が 進む 社会 基盤 を 生か し た 、 人 口 減少 に 負け な い 地 域 づ くり 
て 県 民 の 幸福 を 守り 、 育 て る た め に 














ILC な ど 科学 技術 の 進展 へ の 対応 に oa es 





岩手 型 イ ノ ベ ー 
ショ ン の 推進 


人 ドローン 物流 の 
社会 実装 に 向け 
0 


未来 技術 の 活用 
に 関す る ワー ク 
ショ ッ プ の 開催 
connor 


活動 を より 効果 的 に 展開 し て いく た め 、 積極 的 に 情報 発信 を 


復興 支援 プロ ジェ 
クト 「 い わ て 三陸 
復興 の か け 橋 」 の 
推進 


復興 支援 マッ チン ゲ 
の 推進 
復興 関連 情報 の 
発信 


る 復興 支援 ネッ トワ ー 
ク の 強化 


復興 や 地域 づく り 
の 担い 手 の 育 成 及 
び 人 材 の ネッ ト 
ワー ク づ くり 


る 復興 の 担い 手 と 
な る 人 づく り の 
観点 か ら 、 い わ 
て 復興 未来 塾 を 
年 3 回 開催 
(新型 コロ ナウ イ 
ルス 感染 防止 対 
策 の 徹底 、 リ 
モー ト 等 を 活 
用 ) 


いわ て の 復興 教育 
プロ グラ ム の 推進 
支援 


復興 教育 の 講師 
を 派遣 する 「 い 
わ て の 師匠 」 派 
遣 事業 の 推進 








eS LS SEs ate ds 





医療 福祉 
連携 


地域 包括 ケア に お 
ける 情報 通信 技術 
(Al loT) と 社会 技 
術 の 融合 


る ICT を 活用 し た 高 
齢 者 の 見 守り シス 
テム の 普及 促進 


を る Al ス ピー カー な ど 
Al・loT を 活用 し た 
生活 支援 策 の 開発 
と 実装 


る 通い の 場 Kadaru- 
Be の 実装 


ラー = 


行う 。 


① Seo eee し た 団体 構成 員 等 に 対す る 機構 の 取組 内 容 の 周知 


より 、 電 子 メ ー ル 等 を 利用 し た 会 
ー ム ペー ジ か ら の 一 般 向け 情報 発信 


員 向け 情報 提供 


(随時 ) 


@ 県 民 の 理解 増進 を 図る た め 、 マ スコ ミ へ の 情報 提供 の 強化 
北上 川 バ レー プロ ジェ クト の 推進 に 向け た 意見 、 提 言 を いた だ き 、 県 と 連携 し て 


プロ ジェ クト を 推進 


① 産業 分 野 ・ 











第 1 回 ラウ ンド テー ブル ※ 開 催 済 
時 期 :7/10 15:30~17:30 


生活 分 野 へ の 第 4 次 産業 革命 技術 の 導入 の 促進 に 向け た 助言 
② 高度 技術 人 材 の 育 成 に 向 けた 助言 a 





会 場 : ア ー ト ホテ ル 盛 岡 


#77: (Rh) \BREBEA 


rs 


時 期 :11/12 9:45~10:05 
議長 : (経済 同友 会 ) 高 構 共同 代表 
進行 : (県 立 大 ) 堀 江 企 画 委員 長 


第 2 回 ラウ ンド テー ブル 
時 期 :11/12 10:05~12:00 
会 場 : ア ー ト ホテ ル 成 岡 

進行 : (岩手 大 ) 藤 代 企画 


第 3 回 ラウ ンド テー ブル 

時 期 :27/5 14:00~16:00 
会 場 : 盛 岡市 内 
$697: RIE 





ER 


テー マ 「 地 域 を 牽引 する 産学 
* 講 演 
講師 : 経 済 産業 省 東北 経済 産業 局長 渡邊 政喜 氏 


子育て 
支援 


母 と 子 だ け で な く 
家族 全体 を 支え る 
岩手 版 ネ え ウ ボラ の 
開発 


自治 体 に お ける 
子育て 支援 の 取 
組 に つい て の 調 
査 


令 和 2 年 度 ワー 
ク ・ ラ イフ ・ バ 
ラン ス 推 進 セ ミ 
ナー の 開催 











小原 紀彰 氏 


官 連携 及び 高等 教育 の 将来 像 」 


セル スペ クト 株 式 会 社 代表 取締 役 兼 CEO 岩渕 拓也 氏 


・ デ ィ ス カッ ショ ン 
議題 ①「 本 県 に お ける 今後 の 産学 官 連 携 の あり 方 に つい て 」 
「 県 内 高等 教育 機関 の 将来 像 に つい て 」 
・ 講 演 及 び デ ィ ス カッ ショ ン 

(その 時 点 に お ける 県 政 の 重要 課題 


議題 の 


に 応じ テー マ を 決定 ) 


主要 行事 
・ ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー の 承認 、 共 同 代 表 の 互選 
・ 講 演 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 防止 対策 に つい て 」 
講師 : 一 般 社団 法人 岩手 県 医師 会 会 
講演 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 防止 対策 を 踏ま えた 今後 の 地域 医療 の あり 方 」 
講師 : 学 校 法人 岩手 医科 大 学 BSE 小川 BER 
・ デ ィ ス カッ ショ ン 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 に 係る 今後 の 展望 」 
「 い の ちと 健康 を 守り 、 生活 と な り わ いと 学び を 支え る 岩手 宣 


・ 令 和 元 年 度 活動 実績 及び 令 和 2 年 度 活動 計画 の 審議 


言 」 の 採択 





ー7ー 





いわ て 未来 づく り 機 構 会 則 


(名 称 ) 

第 1 本 組織 は 、「 い わ て 未来 づく り 機 構 (以下 「 機 構 」 と いう 。) 」 EWS, 

(目的 ) 

第 2 機構 は 、 周 手 県 内 で 活動 する 組織 が 智 六 と 行動 カ を 結集 する た め の ネ ットワーク を 構築 し 、 
岩手 県 の 地域 社会 の 総合 的 な 発展 に 向け て 県 民 カ を 挙げ オー ル 岩 手 で 取り 組み 、 具 体 的 に 実践 
し て いく こと を 目的 と する 。 

(構成 ) 

第 3 機構 は 、 第 2 の 設置 目的 に 賛同 し 、 事 務 局 に 入会 の 意思 を 表示 し た 岩手 県 内 で 活動 する 組 
織 (以下 「 会 員 」 と いう 。) を も っ て 構成 する 。 

(活動 事項 ) 

第 4 機構 は 、 第 2 の 目的 を 達成 する た め に 次 の 活動 を 行う 。 

(1) 岩手 県 の 地域 社会 の 総合 的 な 発展 に 資す る 方 策 の 検討 及び 実践 
(2) ①) に 係る 情報 発信 

(3) 会 員 相互 及び ラウ ンド テー ブル と 会 員 の 意見 交換 及び 情報 共有 
(4) (1) ~(3) を 行う た め の ネ ットワーク づく り 

(5) その 他 、 機 構 の 目的 を 達成 する た め に 必要 な 事項 の 検討 及び 実践 

(ラウ ンド テー ブル ) 

第 5 機構 に ラウ ンド テー ブル を 置く 。 

2 ラウ ンド テー ブル メン バー の 変更 は 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー の 過半 数 の 承認 て 行 

3 ラウ ンド テー ブル は 、 共 同 代 表 が 必要 と 認め た と き 開 催す る 。 

4 ラウ ンド テー ブル は 、 妊 手 県 の 地域 社会 の 総合 的 な 発展 の た め に 克服 すべ き 重 要 な 課題 に つ 
いて 意見 を 交換 し 、 提 言 を 行う 。 

5 必要 に 応じ 、 学 識 経 験 者 等 に ラウ ンド テー ブル へ の 出席 を 求め る こと が で きる 。 

(共同 代表 ) 

第 6 機構 に 共同 代表 を 若干 名 置く 。 

2 共同 代表 は 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー の 中 か ら 互 選 す る 。 
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共同 代表 は 、 そ れ ぞ れ が 機構 を 代表 し 、 機 構 の 業務 を 統括 する 。 


























共同 代表 の 任期 は 、2 年 と する 。 た だ し 、 再 任 を 妨げ な い 。 




















会 
総会 の 議長 は 、 共 同 代表 が 務め る 。 
総会 は 、 次 の 事項 を 議決 する 。 

(1) 事業 計画 の 決定 及び 変更 

(2) 事業 報告 の 承認 

(3) 会 則 の 制定 及び 改正 

(4) その 他 必 要 と 認め られ る 事項 


第 7 総合 は 、 共 同 代表 が 招集 する 。 
2 
3 




























































































(企画 委員 会 ) 
第 8 機構 に 、 活 動 の 企画 ・ 調 整 を 担う 企画 委員 会 を 置く 。 

2 企画 委員 会 は 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー が 指名 する 者 を も っ て 構成 する 。 
3 員 

4 

5 






































員 長 を 置く 。 
員 の 中 か ら 互 選 す る 。 

企画 委員 会 の 運営 に つい て は 、 別 に 定め る 。 

(アド バイ ザ リ ー ボ ー ド ) 

第 9 機構 に 、 特 定 の 課題 に 対し 提言 を 行う アド バイ ザ リ ー ボ ー ド を 置く こと が で きる 。 

2 アド バイ ザ リ ー ボ ー ド の 設置 及び 廃止 は 、 ラ ウン ド テ デー ブル で 決定 する 。 

3 アド バイ ザ リ ー ボ ー ド は 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー が 指名 する 者 を も っ て 構成 する 。 
4 アデ アドバイザリー ボー ド の 運営 に つい て は 、 別 に 定め る 。 

(作業 部 会 ) 

第 10 機構 に 、 特 定 の 課題 に 関す る 連携 ・ 協 働 の 方 針 の 策定 、 協 働 事業 の 企画 立案 及び 協 働 ョ 
の 実践 並び に 必要 な 調査 研究 等 を 行う た め 、 作 業 部 会 を 置く こと が で きる 。 
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2 作業 部 会 の 設置 及び 廃止 は 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル で 決定 する 。 

3 作業 部 会 は 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー が 指名 する 者 を も っ て 構成 する 。 
4 作業 部 会 の 運営 に つい て は 、 別 に 定め る 。 

(会 費 ) 


























第 11 機構 の 会 費 は 、 無 料 と する 。 た だ し 、 一 部 事業 の 実施 に 伴い 、 参 加 負 担 金 等 を 徴収 する こ 
と が で きる 。 

(事務 局 ) 

第 12 機構 の 事務 を 処理 する た め 、 事 務 局 を 置く 。 

2 事務 局 は 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー が 協力 し て 運営 する 。 


































































































(その 他 ) 
第 13 この 会 則 に 定め る も の の ほか 、 機 構 の 運営 に 関し 、 必 要 な 事項 は 、 共同 代表 が 別に 定め る 。 
tH "この 会 則 は 、 平 成 20 年 4 月 24 日 か ら 施行 する 。 
則 "この 会 則 は 、 平 成 22 年 5 月 25 日 か ら 施行 する 。 
+H この 会 則 は 、 平 成 23 年 7 月 19 日 か ら 施行 する 。 
] 則 この 会 則 は 、 令 和 元 年 7 月 8 日 か ら 施行 する 。 



































いわ て 未来 づく り 機 構 作業 部 会 
令 和 元 年 度 実績 報告 及び 令 和 2 年 度 活動 計画 


医療 福祉 連携 作業 部 会 

か け 橋 作業 部 会 
新しい 三陸 創造 作業 部 会 
復興 教育 作業 部 会 

いわ て 復興 未来 塾 作業 部 会 
イノ ベー ショ ン 推 進 作業 部 会 
子育て 支援 作業 部 会 

ふる さと いわ て 創造 作業 部 会 





いわ て 未来 づく り 機 構 医療 福祉 連携 作業 部 会 の 実績 報告 ・ 活 動 計画 


テー マ : 地域 包括 ケア に お ける 情報 通信 技術 (AI・IoT 含 む ) と 社会 技術 の 融合 





座長 : 小川 晃子 担当 団体 : 岩手 県 立 大 学 











報告 要旨 

本 作業 部 会 で は 、 医 療 ・ 福 祉 が 連携 し た 地域 包括 ケア に 資す る た め に 、AI・IoT を 含む 情報 
通信 技術 と 、 地 域 の 見 守り 体制 や 高齢 者 の 情報 リテラ シー hie er org ee 
ル 開 発 と 実証 に 取り 組ん で きた 。 この 取り 組み は 、 新 型 コ ロナ ウィ ルス 感 築 予防 が 必要 な 現 
状 で 、 高 齢 者 の 孤立 化 や 虚弱 化 を 防ぐ 取り 組み に 直結 する も の で ある 。 

その 代表 的 な 取り 組み は 、 以 下 の 3 点 で ある 。 

令 和 元 年 度 は 、 高 齢 者 の 能動 的 な 安否 確認 シス テム (ARF) EHR OBRGH IP 
散 天 に 容 胡 し 社会 実験 を 行い 、 今 年 度 は 全 町 普及 に 向け て の 実装 に 取り 組ん で いる 。 
また 、4/7 ス どー カー A recuse Ea 
疎 化 ・ 高 齢 化 が 進展 する 北 い わ て 等 の 地域 で の 実装 に 向 ee CHA, 

さら に 、 介 護 ロ ボッ トニ ー ズ ・ MP 県 協議 会 の 一 員 と し て 「 記 族 導 の 
DOK y KKadaru-Be| の 社会 実験 を 令 和 元 年 に に 圭 担 当 し た 、 令 和 2 年 度 は 、 高 齢 者 が テレ 
ビ の チャ ン ネ ル の よう に 簡単 な 操作 で 利用 で きる シス テム を 活用 し 、 い きい き サ ロン や 高齢 者 
大 学 を 遠隔 で 行う 社会 実験 を 滝沢 市 で 11 月 に 実施 する 。 そ の 成果 を も と に 行政 ・ 社 協 等 の 理解 
を 得 て 岩 手 県 内 で の 早急 な 実装 へ と 進め る 予定 で ある 。 













































































































































































































































































1 . 令 和 元 年 度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ トブ プッ ト ) 



















































































令 和 元 年 7 月 27 日 日 本 社会 福祉 学会 東北 ブロ ッ ク 大 会 基調 講演 ・ シンポジウム 「 高 齢 
者 の 孤立 防止 と コミ ュ ニ ティ づく り 」 周 手 県 立 大 学 で 運営 ・ 報 告 

令 和 元 年 10 月 6 日 日 本 遠隔 医療 学会 学術 大 会 (アイ ー ナ ) ワー クシ ョ ッ プ 「ICT 活 用 見 

(準備 の た め の 作業 守り の 地域 包括 ケア に お ける 効果 と 課題 」 運 営 ・ 報 告 
























































部 会 5 月 25 日 、7 月 26 

日 ) 

令 和 2 年 2 月 22 日 ( 準 講演 ・ 事 例 報告 ・ パ ネル ディ スカ ッ シ ョ ン 「 服 楽 支援 見 守り を 考え る 

備 の た め の 作業 部 会 1 一 地域 包括 ケア に お ける 活用 」 花 巻 な は ん プラ ザ 大 ホー ル に て 運営 ・ 

月 31 日 、2 月 17 日 ) 報告 【 別 添 チ ラ シ 参 照 】 

令 和 2 年 3 月 28 日 重度 障害 児 の た め の コ ミュ ニケ ーション 支援 の 研修 会 を 島根 大 学 伊藤 
史 人 氏 と 共催 する 予定 で あっ た が コロ ナ 補 で 延期 し た 



































































































































2. 令 和 元 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 











型 研究 採択 


| ※ い ずれ も 岩手 県 



































立 大 学 地 域 協 働 





(1) 岩手 県 と 連携 し た 
コミ ュ ニ ティ づく り | 
①「 北 いわ て に お ける 生活 支援 型 岩手 町 豊岡 地区 (33 世帯 ・ 高 齢 化 率 68.8%) の 20 世 帯 で 
コミ ュ ニ ティ づく りー 一 中 山間 地域 お 元気 発信 を 導入 し 見 守り 体制 を 構築 し た 。 

の 持続 可能 な 生活 を 実現 する 新た | 岩泉 町 安 家 地 区 (539 人 ・ 高 齢 化 率 57.99%) に お いて 、 全 
な 社会 技術 の 確立 」 (政策 地域 部 世帯 に 配布 され て いる 電話 型 IP 端末 に 実装 し 社会 実験 。 
地域 振興 室 県 北 沿岸 振興 課 等 と 連 【 ス ライ ド ①】2 月 の 町 長 施 政 演説 に お いて 「 安 家 の 結果 を 
携 ) も っ て 全 町 的 取り 組み を 検討 」。 


-1- 


























































































































②「 岩 手 県 に お ける 重層 的 見 守  ②10 年 間 の お 元気 発信 と 重層 的 見 守り の 成果 を も と に 、 新 
リ シ ス テム の 検討 と 構築 」 (岩手 | た な 見 守り 体制 づく り に つい て 検討 を 開始 。 
県 保健 福祉 部 地域 福祉 課 等 と の 連 







































































携 ) | 
(2) ア クシ ョ ン リ サー チ の 継続 的 | 
展開 | 
①AI・ToT を 活用 し た 医療 ・ 福 祉 | ・AT ス ピー カー に よる 服薬 支援 見 守り を 開発 【 ス ライ ド 
連携 | の 】 ・ コ ミュ ニケ ーション ロボ ッ ト に よる 見 守り 実証 実 


Rm [297 KO) 
| ・ 岩 手 県 介護 ロボ ッ ト ニ ー ズ シー ズ 連 携 協調 協議 会 の 一 } 
| と し て 遠隔 通い の 場 Kadaru 一 Be 社会 実験 【 ス ライ ド ④】 
⑥ 高 齢 者 の 終 活 支 援 と 認知 症 と と ・ 滝 沢 市 等 で 当事者 ホネ ットワーク を 形成 し 講演 活動 【 ス ラ 
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も に 暮らせ る まち づく り (1 FO] 
| ・「 注 文 を 間違え る カフ ェ (仮称 ) 継続 的 取り 組み へ の 検 
| 証 を 開始 











⑨ 重 度 障 害 者 の コミ ュ ニ ケー ショ | ⑨ 重 度 障害 児 の ロコ ミュニケーション 支援 に 関す る 研修 会 
ン 支 援 の 医療 ・ 福 祉 ・ 教 育 現場 へ | 開催 を 予定 し て いた が 、 コ ロナ 袖 に より 延期 
の 普及 促進 | 























3. 今後 の 活動 方 針 ・ 予 定 SS ュ SS エエ エエ エア エア エア エア エア エア エア アア 
WW) (UNE BRAC IAIS SERRE OMLBEERBILMG ILO OOICTRA EE 
① 高 齢 者 の 能動 的 安否 確認 シス テム 「 お 元気 発信 」 の 普及 促進 

コロ ナ 袖 で 民生 委員 等 の 対面 見 守り が 困難 な 状況 に お いて 、 電 話 だ け で 安否 を 確実 に 確認 で 
きる 「 お 元気 発信 」 の 有効 性 は 高い 。 

周 手 県 ふる さと 振興 部 ・ 保 健 福 祉 部 、 及 び 岩 手 県 社会 福祉 協議 会 等 と の これ まで の 取り 組み 
を 継続 し つつ 、ICT を 活用 し た 見 守り シス テム と 高齢 者 の リテラ シー 支援 策 を 促進 する 。 

令 和 2 年 7 月 31 日 に は 岩手 県 社会 福祉 協議 会 に お いて 市 町 村 社 会 福祉 協議 会 に 対す る 研修 を 
行い 、11 月 20 日 に は 市 町 村 社 協 へ の ワー クシ ョ ッ プ を 実施 する 予定 で ある 。 

周 泉 町 で の TP 電話 活用 見 守り は 安 家 地 区 の 、 周 手 町 で の お 元気 発信 は 豊岡 地区 の 、 そ れ ぞ れ 
の 令 和 元 年 か ら の 社会 実験 成果 を 全 町 的 普及 へ と つなげ る 予定 で ある 。 


















































































































































































































































































































































②AI・TIoT を 活用 し た 生活 支援 策 の 開発 と 実装 

AI スピ ー カ ー を 活用 し た 服薬 支援 見 守り の 社会 実験 を 令 和 2 年 度 10 月 に 実施 し て お り 、 こ の 
成果 を も と に 次 年 度 以降 に 高齢 者 ・ 過 疎 化 が 進展 する 北 い わ て 等 で の 生活 支援 策 の 実装 へ と 進 
め る 予定 で ある 。 
















































































② 遠 隔 通 い の 場 Kadaru-Be の 実装 

高齢 者 が 交流 や 体操 ・ 生 き が いづ くり 活動 を 自宅 で 継続 で きる よう 、 令 和 元 年 度 の 実証 実験 
成果 を 活か し て 、 遠隔 通い の 場 を 実装 する 。 今 和 2 年 11 月 に は 滝沢 市 で 、 テ レビ チャ ン ネ ル の 操 
能 程 度 で 活用 で きる シス テム を 用 いて 、 い きい き サ ロン 高齢 者 大 学 の 実証 実験 を 行う 。 そ の 
成果 を も と に 、 自 治 体 や 社協 へ 訴求 し 、 次 年 度 以降 の 実装 へ と 進め る 予定 で ある 。 








































































































(2) 認知 症 と と も に 暮らせ る まち づく り 
令 和 2 年 7 月 8 日 に 岩手 県 立 大 学 に お いて 認知 症 に 関す る まち づく り へ の 認知 等 当事者 参加 を 
I nines Sp ve en cas it Lenn 
に 隣接 する カフ ェ (パン テッ ク ) に お いて 、 誰 知 症 当事者 が 活動 する 「 注 文 を 間違え る カフ ェ 
ーー 



















































































(仮称 ) 」 を 1 産学 市 民 連 携 で 実現 で きる よう 体制 づく り を し て お り 、 令 和 2 年 12 月 に 試行 を し 、 
その 後 は 継続 的 に 展開 で きる よう 検討 し て いく 。 
令 和 2 年 9 月 28 日 は 、 も りお か 女性 セン ター 主催 の 講演 会 に お いて 「 認 知 症 と ジェ ンダ ー UK 
称 ) 」 の 講演 を 当事者 と 家族 の 時 計 屋 一 座 で 行い 、 新 た な ネッ トワ ー ク 形成 を 図り つつ ある 。 
今後 は 認知 症 の VER 体験 等 も 取り 入れ 、 市 民 理解 を 促進 し て いく 。 
(3) 重度 障害 者 の コミ ュ ニ ケー ショ ン 支 援 の 医療 ・ 福 祉 ・ 教 育 現 場 へ の 普及 促進 
令 和 2 年 3 月 に 予定 し 延期 し た 重度 障害 児 に 対す る コミ ュ ニ ケー ショ ン 支 援 策 の 研修 会 を 令 
和 2 年 度 後半 に 開催 する 予定 で ある 。 
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TPES AAS Y CGSB28 
地域 包括 24 に お る 活用 居 


忘れ で ら っ た 。 
今 が ら 飲 む が ら ! 









薬 の 飲み 忘れ を 防ぎ 、 見 守り と 異変 の 早期 発見 の 
機能 を 持つ ICT( 情 報 通信 技術 ) を 活用 し た | 服薬 
支援 見 守り 」 の 取組 みか ら 、 新 た な 地域 包括 ケア の 
| あり 方 を 考え ます 。 


2020 年 ts. 


| |2』22861350 ヨ 6 IT 


Bon: 『 な は ん プラ ザ 大 ホー ー ル (JR 花巻 駅 より 徒歩 分 ) 


Bis [な は ん プラ) の 前 に ある 花巻 駅 南 駐車 場 (第 1 第 2) を ご 使用 だ さい 民有 | 
- (1 FSS CHR 3 IEC 100) 
a ae a a? 


基調 講演 
[今さら 聞け な い お 薬 の 話 : この 薬 いつ まで 続け る ん で すか ? | 


‘ + FIGS RBAYRSBNBR 相談 支援 セン ター 長 ) 


















| = 事例 報告 
「 遠 野市 に お ける 服薬 支援 見 守り 」 


a. 
WO 淳 氏 (遠野 市 国民 健康 保険 中 央 診療 所 医師 ) 
鈴木 完 二 氏 (東北 大 学 医学 系 研究 科 助教 


ww aye [岩手 県 に お ける ICT 活用 医療 福祉 連携 


小川 晃子 氏 (岩手 県 立 大 学 社会 福祉 学部 教授 ) 
※ 休 憩 時 間 に 「 見 守り 機能 付き 服薬 支援 装置 」 帆 石 神 製作 所 (花巻 市 ) の デモ を ご 覧 くだ さい 


(Ss ae 6 a a 
am\\ = @ 
EEE パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン | 
q ミ = P 
「 多 職種 連携 と i 活用 見 守り 一 上 服薬 支援 を 中 心 と し て 」 
医師 、 薬 剤 師 、 ケ アマ ネジ ャ ー、 社 会 福祉 協議 会 等 の 関係 者 が 出席 
a チー 、 
【 主 催 】 岩 手 県 立 大 学 (戦略 的 研究 プア ロジ ェクト 「 自 分 らし く 生 きき る 」 代表 小川 晃子 ) 
日 本 遠隔 医療 学会 ・ 在 宅見 守り 支援 分 科 会 
【 後 援 】 岩 手 県 ノ 花 巻 市 ノ 遠 野市 ノ 花 巻 市 医師 会 / 花 巻 市 歯科 医師 会 花巻 市 薬剤 師 会 岩手 県 社 会 福祉 協議 会 | 
岩手 県 民生 児童 委員 協議 会 岩手 県 社会 福祉 士 会 / ケ アマ ネ 協 会 
し 難病 連 ・ 認 知 症 の 人 と 家族 の 会 岩手 県 支部 
有 | お 問 せ : 岩 手 県 立 大 学 見 守り プロ ジェ クト 室 
(メー ル ) aki@iwate-pu.ac.jp (電話 ・ フ ァ ク シミ リ ) 019-694-3343 
まま >。 "=~ こ こ 。 lux 
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いわ て 未来 づく り 機 構 か け 橋 作業 部 会 の 実績 報告 ・ 活 動 計 画 


テー マ : 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト 」 の 推進 
座長 : 高橋 則 仁 担当 機関 : 岩手 県 














プロ ジェ クト 概要 東日本 大 岩 災 津波 か ら の 復旧 ・ 復 興 に は 、 行 政 は も と より 、 

広く 民間 等 の 取組 も 重要 で ある こと か ら 、 平 成 23 年 か ら 、 被 災 地 が 抱え る 課題 と 
県 内 外 か ら の 支援 の 提案 を マッ チン グ さ せ 、 行 政 や 民間 、NPO 等 の アイ デア 、 
行動 力 を 結集 させ た 取組 を 展開 。 



































・ 被災 地 の 課 題 は 、 一 過 性 の も の か ら 、 産 業 や コミ ュ ニ ティ 再生 等 の 中 長期 的 な 課題 に 
移行 し て き て いる 。 岩 災 の 風化 が 進み 、 県 外 の 一 部 の 企業 ・ 団 体 で は 、 復 興 支 援 に 加え 
て 、CSR (企業 の 社会 的 責任 ) や 企業 の 利益 も 目指 す CSV (共通 価値 の 創造 ) の 活 
動 を 展開 し て いる 
令 和 元 年 度 は 、 乱 期 的 な 寄付 な どの 支援 マッチ ング の ほか 、 新 商品 開発 や コミ ュ ニ テ 
イ 支 援 等 の 分 野 に お ける 協 働 事業 の 復興 支援 マッ チン グ が 成立 し た 。 
復興 支援 マッ チン グ に つい て 、 こ れ ま で 委託 事業 に より 実施 し て きた が 、 本 年 度 で 委 
託 が 終了 と な る こと か ら 、 こ れ ま で 関係 性 を 築い た 県 内 外 の 企業 と の 繋が り を 維持 し な 
が ら 来 年 度 以降 の 取組 に つい て 検討 する 。 
























































1 . 令 和 元 年 度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ トブ ッ ト ) 
令 和 元 年 9 月 27 日 RNN 
橋 作業 部 会 の 活動 状況 に つい て 


時 MAN に つい て 

















令 和 2 年 3 月 10 日 第 14 回 作業 部 会 開催 
・ 令 和 元 年 度 活動 実績 ( 案 ) 
・ 令 和 2 年 度 活動 計画 ( 案 ) に つい て 
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2. 令 和 元 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 


(1) 復興 支援 マッ チン グ | 
叶 期 、 中 長期 の 支援 に つい て 以下 の 2 
系 統 の 体制 で 対応 。 | 
① 短期 的 支援 DQ 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 推進 協議 会 」 
物資 供与 や ボラ ンティア 派遣 等 の | に 配置 する 復興 支援 員 を 中 心 に 実施 し 、4 
支援 マッ チン グ は 、 一 定 の ニー ズ が | 件 を マッ チン グ 。 
ある こと か ら 継 続 し て 対応 。 | 
② 中 長期 的 支援 OQ 業務 委託 先 の (一 社 ) RCF を 中 心 に 、 
産業 再生 や コミ ュ ニ ティ 再生 等 の | 被災 地 の 課題 や ニーズ を 把握 し 、 首 都 圏 の 
支援 マッ チン グ の 要請 に 重点 的 に 対 | 企業 等 か ら の ヒア リン グ を 実施 し た 結果 、 




















































































































応 。 、 新 商品 開発 や コミ ュ ニ ティ 支援 等 の 分 野 で 
| 計 12 件 の 復興 支援 マッ チン グ に 至る 。 
(Bae : 支援 件 数 15 件 】 、【 実 績 : 16 件 】 


(2) 復興 関連 情報 の 発信 | 

被災 地 の 復興 の 進捗 状況 や 様々 な 活動 | ポー タル サイ ト や SNS 等 を 活用 し 、 被 災 地 

を 復興 支援 ポー タル サイ ト 「 い わ て 三陸 | の 様々 な 復興 関連 情報 を 発信 。 特 に 三陸 防 

復興 の か け 橋 」 や ツイ ッ タ ー、 フ ェ イ ス | 災 復 興 プ ロジ ェクト 2019 や RWC2019 釜 石 開 

ブッ ク 等 に より 総合 的 に 情報 発信 。 | 催 と いっ た 大 規模 イベ ント の 現地 取材 を 実 

【 目 標 : ポー タル サイ ト 等 アク セス 数 施し 、 三 陸地 域 の 魅力 の 発信 に 努め た 。 

220,000 ア クセ ス 】 | 【 実 績 : 324, 164 ア クセ ス 】 

(3) 復興 支援 ネッ トワ ー ク の 強化 | 

沿岸 被災 地 の 現 状 や ニー ズ の 紹介 首都 園 企業 ・ 団 体 の 担当 者 を 対象 と し 、9 

と 、 支援 企業 の 活動 に つい て 情報 交換 月 に 東京 都内 で 実施 し 、 沿 岸 被災 地 の 現 状 や 

を 行う た め 、 都 内 で 「 岩 手 か け 橋 共 創 | ニー ズ の 紹介 の ほか 、 支援 企業 の 活動 に つい 

ネッ トワ ー ク 会 議 」 を 開催 し 、 県 内 外 て 情報 交換 を 行っ た 。 

の ネッ トワ ー ク を 構築 ・ 強 化す る 。 | その ほか 、 メ ー リ ング リス ト を 活用 し 、 登 
| 録 さ れ て いる 企業 に 対し て か け 橋 事業 の 再 
| 周知 や マッ チン グ 事 例 の 紹介 を 行う な ど ネ 

【 目 標 : ネッ トワ ー ク 構築 企業 数 90 社 】 ットワーク の 維持 ・ 強 化 に 努め た 。 

メー リン グリ スト 登録 企業 数 | 




















































































































| 【 実 績 : 91 社 】 
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首都 國 で は 、 東 日 本 大 震 災 津波 の 発 災 か ら 10 年 を 経過 し 、 企 業 の 支援 の 意向 も ビジ ネス 
志向 と な っ て き て お り 、 復 興 の 段階 が 移行 する 中 で 、 被 災 地 の 課題 も 変化 し て き て いる 
復興 ・ 創 生 期 間 の 終了 も 踏ま え 、 来 年 度 以降 の 取組 に つい て 検討 し な が ら 、 こ れ ら の ニ 
ー ズ に 適切 に 対応 し て いく こと が 求め られ て いる 

① 首都 圏 の 企業 の シー ズ と 被災 地 の 団 体 の ニー ズ 双 方 の 的 確 な 把 所 
② 当 プ ロジ ェクト と その 成果 の 博幸 発信 

③ これ まで 関係 を 構築 し た 県 内 外 の 企業 ・ 団 体 と の 関係 性 の 継続 


































































































if 3. 今後 の 活動 方 針 ・ 予 定 ュー 
これ まで 継続 的 に 協 働 事業 を 展開 いた だ いて いる 企業 や 、 復 興 支 援 に 御 協 力 い た だ いて 
いる 企業 と の 継続 的 な 繋が り を 維持 し て いく た め 、 復 興 支 援 マ ッ チ ング に 注力 し な が ら 、 


来年 度 以降 の 取組 に つい て 検討 する 。 


① 復興 支援 マッ チン グ 
これ まで 業務 委託 に より 推進 し て いた が 、 今 年 度 で 委託 が 終了 する こと か ら 、 継 続 
的 に 復興 支援 の 取組 を 行っ て いた だ いて いる 企業 と の 繋が り を 維持 で きる よう 、 関 係 
づく り を 進め る 。 
産業 再生 等 に 係る 支援 マッ チン グ に つい て は 、 連 携 や 協 働 に 意欲 の ある 企業 を 中 心 に 、 
市 町 村 や 団体 と の 共同 事業 を 推進 実施 いた だ ける 企業 へ の ヒア リン グ を 推進 する 。 
物資 供与 や 寄付 な どの 支援 マッ チン グ は 、 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 推進 協議 会 
を 中 心 に 対応 する 。 
【 目 標 : 支援 件 数 15 件 実績 (9 月 末 現 在 ) :7 件 】 
② 復興 関連 情報 の 発信 
被災 地 の 復 興 状 況 及び 支援 ニー ズ を 伝え る た め 、 復 興 支援 ポー タル サイ ト 「 い ね わ て 
三陸 復興 の か け 橋 」 や SNS 等 に より 総合 的 に WHIRL. 
※ ポ ボ ポー タル サイ ト は 12 月 で サナ ポー ト 期 限 終了 の た め 閉 鎖 し 、 県 ホー ムペ ー ジ へ 移行 
【 和 目標 : ポー タル サイ ト 等 アク セス 数 220,000 アク セス 
実績 (9 月 末 現 在 ) : 116,603 アク セス 】 
③ 復興 支援 ネッ ャ トワーク の 強化 
首都 圏 企業 と 沿岸 市 町 村 や 団体 と の 継続 的 な マッ チン グ に よる 速やか な 復興 支援 の 
実現 及び 事業 の 継続 や 展開 を 目指 し た 、 県 内 外 の ネッ トワ ー ク の 構築 ・ 強 化 。 
※ 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 感染 拡大 防止 の た め 、 首 都 圏 企業 と の 意見 交換 は 全て Zoom 
な どの オン ライ ン ツ ー ル を 使用 し て 実施 
(BH: : ネッ トワ ー ク 組織 会 員 企業 ・ 団 体 数 90 社 】 
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参考 資料 1 : 令 和 元 年 度 取組 事例 


1 


復興 支援 マッ チン グ 


【 取 組 事 例 ①】 AAR bY 7H 
1 移 石 市 の 藤田 醸造 帆 と の マッ チン グ に より 、 同 社 の 甘 稚 を 使っ た 化粧 品 
「AsunAmoon」 を 共同 開発 
2 同社 は これ まで に 、 岩泉 ホー ルディ ング ス 帆 、 酔 仙 酒造 帆 と それ ぞ れ 化粧 品 の 共同 
開発 を 実施 


Pe 落水 か ら 生ま れ た 
龍泉 洞 。 


スキ ン ケ アシ リー ズ 


> 


AKCKD), FERERORRHOG < 
PUBRSREADSLENCMRHOD 
シリ ー ズ 。 


1 藤 勇 醸造 帆 の 商品 発表 会 2 岩泉 ホー ルディ ング ス 則 と の 共同 開発 商品 


【 取 組 事 例 ②】 ダ イヤ ゴム 帳 
群馬 県 の ダイ ヤゴ ム 由 か ら 、 子 ども 用 ゴム 手袋 の 寄 剛 に つい て 提案 が あり 、 宮古 以 南 の 
6 市 町 村 28 団体 へ 合計 1, 720 双 の ゴム 手袋 を 寄贈 いた だ いた 


越 喜 来 こども 園 平田 子ども 園 か まい し こども 園 
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【 取 組 事 例 ③】 アサヒ グル ー プ ホー ルディ ング ス 細 


1 機構 と 同社 が 平成 26 年 12 月 に 締結 し た 

アラ イア ンス に 基づき 、「 い わ て 三陸 復興 の 

か け 橋 プロ ジェ クト 」 の 一 環 と し て 、 被 災 市 

町 村 の 郷土 芸能 の 保存 ・ 発 展 に 寄与 する コミ 

ュ ニ ティ 活動 を 支援 する 「 ア サ ヒ グル ー プ ・ 

コミ ュ ニ ティ 助成 事業 」 の 実施 に 全面 協力 

2 令 和 元 年 度 は 沿岸 12 市 町 村 28 団体 に 11, 350 

OTe aM 目録 財 星 式 ( 令 和 元 年 8 月 28 日 ) 】 


【 取 組 事例 ④】 貫 リク ルー ト ホ ー ル ディ ング ス 
1 沿岸 局 と の マッ チン グ に より 、 平 成 29 年 度 か ら 潜 在 労働 力 の 掘り 起こ し に 向け た 
取組 と し て 、 地域 住民 を 対象 に 体力 や 判断 力 等 を 測定 し 、 仕事 の 適性 診断 を 行っ て 就 
業 支援 に つなげ る 「 か ら が 測定 会 」 を 継続 し て 開催 
2 令 和 元 年 度 は 、 陸 前 高田 市 、 釜 石 市 、 宮 古市 の 3 市 で 実施 





【 か ら だ 測定 会 の 様子 】 
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2 復興 関連 情報 の 発信 
【 情 報 発信 ①】 復興 支援 ポー タル サイ ト 、SNS に よる 情報 発信 


還 ポ ー タ クル サイ ト 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 」 を 管理 ・ 運 を 














ビ 個 内 の 六合 Onan 





【 情 報 発信 ②】 ポ ー タ ル サ イ ト 掲 載 復興 トピ ックス 記事 例 ① 


ノン 2019 年 0 月 15H 
| ベン 【 建 物 ガ イド 】 ご 釜石 市 > いのち を つなぐ 未来 館 


登録 番号 TP150CO 
mays £57 


平成 3 年 3 月 23 日 に . MERARRCOLRPEEA FOUCSOMLE ROMS 
と な る 施 総 と し て 、 低 石 市 夫 住 居 地 区 に 「 い ① ち を つなぐ 未来 再 」 が オー ゴン し まし た 。 


未来 館 | に は 、 (株 )NTT ド コモ 茂 び 国立 大 学 法 入 岩手 大 学 の ご 協力 を いた だ き 、 ド コモ 
独自 の デジ タル 技術 と 岩手 大 学 の 知見 を 活用 し た 体 双 型 展示 「 津 波 の 仕組 み 学 汗 す る 
シス テム 」 を 設置 し て いま す 。 


COVAT LER TH REFROHRABSCOOUS ドコ モ ・ 岩 手 大 学 ・ 釜 石 市 の 三 者 
が 連携 し て 、 よ り よ い 防 災 学 習 の た め の 敦 材 て 研究 ・ 改良 を 送 め で いき ます 。 


a2 
東日本 大 嘉 災 で の 出来 事 と 教 誠 を 伝え る と と も | に. 釜石 市 の 子ども た ち が 取 り 組 ん だ 防 
人 学 居 に つい て 展示 する スペ ー ス 。 


男 防 炎 学 習 室 (オー プン スペ ー ス ) 
津波 発生 の 体験 弄 展 示 、 EMR. 語り 部 活動 、 防災 学習 に 関す る ワー クシ ョ ッ プ な ど を 
行う 多目的 スペ ー ス 。 


SxS 
BASARUL HERE MT SRMELICSNSECED CHSAT A, 


SHE GOSLLE) TOHASN SRS is SSL (BE OOM WwEStT. 


Lo DS2OeCH SR) 

SERS Ee SH M1 aihe724 
TEL 0 93-27-5665 

FAX. 0199-27-5667 


営業 時 間 900~1800 
定休 日 毎週 水虫 年 末年 尋 
入場 SB 
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【 情 報 発信 ③】 ポ ー タ ル サ イ ト 掲 載 復興 トピ ックス 記事 例 ② 


ert 


osha) 
kw 【 動 画 】 陸前 高田 市 内 vol.1 (201926115198) 


2e5 T1911 19002 
市 町 村 名 陸 章 高田 市 
BPAtrASS TSX SES ITT. 


* DIZ Rise PARES SiN T 2094S It TVLATW RSs 
BF MR TSUNA MEU LIE ORB BISBAL. 


Mh, BSS IN es > NBT ER iE) PE OPS 2 
PyIS| OWN EBS, 


EHik. BESS S SS VR F Pe. FRET ORE 
け ポ ー ト し まし た . 


っ pp れ ht1Ds ソ アプ WW youtube com/ watch TET Tar xt duttiaturesyoutube 


(9019 E1t A RS) 
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3 復興 支援 ネッ トワ ー ク の 強化 


【 ネ ットワーク 構築 事例 】 岩手 か け 橋 共 創 ネッ トワ ー ク 会 議 の 開催 








衣 都 圏 の 企業 等 と 、 県 及び 市 町 村 の 担当 者 等 が 、 意 見 交換 する 機会 を 都内 で 提供 。 
企業 ・ 自 治 体 の ネッ トワ ー ク の 強化 を 図り 、 発展 的 な マッ チン グ の 実現 を 目的 と し て 開 
催し て いる も の 。 
日 時 : 令 和 元 年 9 月 3 日 
場 所 : 東京 都 千代 田 区 (Nagatacho GRID) 
参加 者 : 17 名 
主 な 内 容 
県 か ら 「 い わ て 県 民 計画 (2019~2028) 」 や 、 県 北 ・ 治 岸 地域 の 産業 の 現状 、 
復興 道路 の 整備 な ど に つい て 状況 を 説明 。 
帆 ス リー ビ ピー クス 、 陸 前 高田 市 、 岩手 大 学 三陸 水産 研究 セン ター か ら 地 域 の 取 
組 を 発表 。 
その 後 、「 則 ス リー ピー クス 」 「 陸 前 高田 市 」「 岩 手 大 学 三陸 水産 研究 セン タ 
ー」 の 3 つの ブー ス に 分 か れ 意 見 交換 を 実施 。 























ネッ トワ ー ク 会 議 の 様子 
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参考 資料 2 : 令 和 2 年 度 復興 支援 マッ チン グ 事 例 

【 取 組 事例 ①】 みちのく コカ ・ コ ー ラ ボトリング 帳 

流通 課 と の マッ チン グ に より 、 同 社 が 楽天 市 場内 に 開設 し た オン ライ ン シ ョ ッ プ に お 
いて 、「 岩 手 う ん め え て で もん! ! グラ ンプ リ 2020) 最 優秀 賞 受 賞 商品 ( 西 和 人 賀 産業 公社 : 
西 わ ら び 薔 麦 ) を 3 万 円 分 買取 の うえ 販売 














BARBERA ( 西 わ ら び 薔 麦 ) 





【 取 組 事 例 ②】 ブラ ザー エエ 業 帳 


三陸 鉄道 と の マッ チン グ に より 、 約 60 万 円 を 広告 費 と し て 寄付 いた だ いた 








ブラ ザー 工業 息 ヘ ッ ド マー ク 
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いわ て 未来 づく り 機 構 新しい 三陸 創造 作業 部 会 の 実績 報告 


テー マ : 大 規模 イベ ント を 契機 と し た 三陸 地域 の 持続 的 な 振興 





座長 : 高橋 則 仁 担当 団体 : 岩手 県 











報告 要旨 

三陸 防災 復興 アデ ロジ ェクト 2019 及 びび ラグビー ワー ルド カッ プ 2019" 釜 石 開催 を 、 東 日 本 大 震 災 
津波 か ら の 復興 に 取り 組む 地域 の 姿 や 、 支 援 に 対す る 感謝 の 気持 ち を 伝え 、 多 様 な 交流 を 活発 
化 さ せる 契機 と 捉え 、 様 々 な 主体 の 参画 ・ 連 携 の 下 、 開 催 機 運 の 醸成 及び 周知 活動 を 展開 し 、 
各 イ ベン ト の 成功 に 向け て 取り 組む と と も に 、 三 陸地 域 の 多様 な 魅力 を 国内 外 に 発信 し て きた 
の RS 

本 部 会 は 、 大 型 イ ベン ト を 契機 と し た 持続 的 な 三陸 地域 の 振興 を 目的 に 設置 され た 部 会 で あ 
り 、 部 会 設置 時 に 、 終 期 が 設定 され て いる こと か ら 、 令 和 元 年 度 を も っ て 部 会 と し て の 活動 を 
終了 する も の で ある 。 












































































































































上 1 . 令 和 元 年 度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ トブ プッ ト ) 
令 和 元 年 5 4178 し い 三 陸 創 造作 業 部 会 開催 
・ 活 動 計画 
・ 各 イベ ント 等 の 取組 状況 
・ 三 陸地 域 の 持続 的 な 振興 に 向け て 



















































































2. 令 和 元 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 


ーー 令 和 元 年 度 活動 計画 | 令 和 元 年 度 活動 状況 ・ 成 果 ・ 課 題 
(1 ) 三陸 防災 復興 プロ ジェ | 〇 開催 実績 
クト 2019 の 成功 に 向け た 取 | 開催 期間 : 2019 年 6 月 1 日 8 月 7 日 68 日間 
組 (三陸 防災 復興 プロ ジェ | 開催 場所 : 岩手 県 沿岸 部 の 13 市 町 村 


クト 2019 実 行 委員 会 の 取 | 来場 者 数 : 約 18 万 5 千 人 (目標 約 15 万 人 ) 

























































































































































組 ) 、 経済 波及 効果 : 約 3 5. 9 億 円 
〇 復興 の 取組 の 発信 

















| オー プ ニ ン グセ レモ ニー・ 防 災 復 興 シ ン ポ ジウ ム を 通じ 、 多 様 
| な 主体 の つなが り に より 、 岩 手 の 復興 が 世界 そし て 未来 に 広がっ 
| て いく 形 を 共有 し 、 い わ て 絆 まつ り 2019in 宮 古 の 開催 に より 、 復 
| 興 支援 へ の 感謝 と 復興 に 向け た 強い 決意 、 オ ー ル 岩手 で 防災 復興 
| に 取り 組む 姿 を 発 
| 〇 三陸 の 魅力 の 発 
| 三陸 ジオ パー ク の 普及 啓発 ・ 活 用 と と も に 復興 の 状況 を 発信 。 
| 海外 や 国内 の 著名 シェ フ が 参加 し た 食 の 国際 会 議 な ど に よる 世 
| 界 に 誇れる 食 の まち の 形成 に 向け 大 き な 弾 み 







































































Tu! nl Ra 







































































( 2) ラグビー ワー ルド カッ | 〇 開催 実績 CAF + 27) 
プ 2019" 釜 石 開催 の 成功 に | 開催 期間 : 9 月 25 日 ※10 月 13 日 飼 台 風 第 19 号 に より 中 止 































































































向け た 取組 (ラグ ビー ワー 開催 場所 : 釜石 鵜 住居 復興 スタ ジア ム 
ルド カッ プ 2019 釜 石 開催 実 入場 者 数 : 14.025 人 ※9/25 フ ィ ジ ー 代 表 対 ウル グ ア イ 代表 
行 委員 会 の 取組 ) | (ファ ン ゾ ー ン 人 入場 者 9/25 5,323 人 ) 
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海外 で の 反響 : ワー ルド ラグ ビー の 年 間 表 彰 式 で 、 ラ ラグビー の 
価値 を 社会 に 伝え る こと に 頁 献 し た 個人 や 団体 
に 贈ら れる 「 キ ャ ラク ター (品格 ) 賞 」 を 受賞 























| 〇 賑わい の 創出 
| 機運 醸成 イベ ント の 実施 や 特設 ホー ムペ ー ジ や ガイ ドブ ッ ク 
| 等 に よる 積極 的 な 情報 発信 

| 〇 受入 態勢 の 構築 
| ファ ン ゾ ー ン で の パブ リッ クビ ュー イン グ や ステ ー ジ イベ ン 
| 実施 の ほか 、 飲 食 ブ ー ス 設置 や 大 会 公式 グッ ズ の 販売 

| 〇 円 滑 な 輸送 及び 安全 安心 の 確保 

| 交通 輸送 実施 計画 等 に 基づき 運用 方 法 等 を 定め た マニ ュ ア ル 
| の 作成 、 大 会 本 番 と 同様 の 環境 で 交通 輸送 、 警 備 、 防 災 及 び 医 療 
| 救護 の テス ト を 実施 








































































































( 3 ) 東京 2020 オ リン ピッ | 〇 機運 醸成 イベ ント の 実施 
ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 技 大 | 旧 国立 競技 場 糧 火 台 の 常設 ・ 巡 回 展示 や 「 復 興 の モニ ュ メ ント 」 
会 の 機運 醸成 等 の 取組 | 制作 に 向け た ワー クシ ョ ッ プ 実施 
| 〇 ホス ト タ ウ ン 登 録 、 交 流 事業 の 取組 支援 
| 復興 「 あ り が と う 」 ホ スト タウ ン の 登録 (沿岸 で は 8 市 町 村 ) 
| や 、 ホ スト タウ ン が 実施 する 各種 事業 の 取組 支援 
| 〇 「 復 興 の 火 」 展 示 
| オリ ン ピ ッ ク 和 聖火 り レー の 開催 に 先立ち 、 ギ リ シ ャ で 採火 し た 
| 火 を 「 復 興 の 火 」 と し て 、 東 日 本 大 震 災 津波 の 被災 3 県 (岩手 県 ・ 
| 宮城 県 ・ 福 島 県 ) で 順次 展示 。 
| 【 岩 手 県 の 開催 実績 】 
実施 期間 : 令 和 2 年 3 月 22 日 (日 ) て 23 日 (月 ) 
展示 場所 : 
① 三 陸 鉄 道 及び SL 銀河 車内 
② 宮 古 、 陸 中 山田 、 大 植 、 釜 石 、 上 有 住 遠野 の 各駅 
⑨ 花 巻 な は ん プラ ザ 、 大 船渡 市 防災 観光 交流 セン ター 
来場 者 数 : 【 2 日 間 】5,300 人 (3/22 3,700 人 、3/23 1, 600A) 
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いわ て 未来 づく り 機 構 復興 教育 作業 部 会 の 実績 報告 ・ 活 動 計画 


テー マ : 復興 を 担う 人 材 の 育成 





BR: 田代 高 章 担当 団体 : 岩手 大 学 








報告 要旨 
本 作業 部 会 で は 、「 い わ て の 復興 教育 プロ グラ ム 」 に 基づい た 「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 
を 平成 26 年 度 か ら 実 施し て いる 。 
「 い わ て の 復興 教育 プロ グラ ム 」 の 第 3 版 の 改訂 や 「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 の 開始 か ら 
5 年 が 経過 し た こと に 伴い 、 岩 手 県 教育 委員 会 と 協議 し な が ら 、 よ り 利 便 性 を 高め る た め 実 
施 要項 を 改正 し 、 周 知 方 法 も 見 直す こと と し た 。 令 和 元 年 度 は 、 潜 在 的 な か ニー ズ を 掘り 起こ 
し 、 派 遣 実施 件 数 を 増加 させ る こと を 目的 と し て 、 以 下 に つい て 重点 的 に 取り 組ん だ 。 
〇 岩手 県 教育 委員 会 の 協力 の も と 、 学 校 関係 者 が 集まる 会 議 (岩手 県 指導 主事 会 議 、 
いわ て の 復興 教育 ・ 防 災 教 育 研修 講座 ) 等 で 実施 要項 等 を 配布 する な ど 、 周 知 活動 を 
改善 。 
O  「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 開始 か ら 5 年 が 経過 し 、 学 校 側 の ニー ズ も 変化 し て きた 
こと か ら 、 実 施 要 項 等 を 各 学 校 の 教員 が 活用 し や すい よう 、 岩 手 県 教育 委員 会 か ら の 
アド バイ ス を 得 な が ら 、 見 直し を 実施 。 
〇 実施 要項 の 見 直し と 併せ 、 講 師 の 派遣 に 積極 的 な 機関 へ の 再 協力 を 依頼 。 
その 結果 、 平 成 30 年 度 の 派遣 件 数 1 件 (86 名 参加 ) か ら 、 令 和 元 年 度 の 派遣 件 数 が 
13 件 (2, 244 名 参加 ) と 派遣 件 数 が 大 幅 に 増加 。 
〇 実施 要項 の 改訂 版 を 令 和 2 年 6 月 に 作成 し 、 県 内 小 中 高 等 学校 等 へ 配布 。 現 時 点 で 昨 
年 度 と ほぼ 同様 の 依頼 件 数 (12 件 ) と な っ て お り 、 新 型 コ ロナ の 影響 も あり 、 依 頼 目 的 
が 多様 化し て いる 。 
























































































































































































































































































































































上 1 . 令 和 元 年 度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ トブ プッ ト ) 
平成 31 年 4 月 26 日 | 第 1 回 復興 教育 作業 部 会 

「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 に つい て 

| (実施 要項 、 派 遣 リ スト の 見 直し に 関す る 協議 ) 
令 和 2 年 1 月 9 日 第 2 回 復興 教育 作業 部 会 

i 「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 に つい て 

| (実施 要項 改訂 案 に 関す る 意見 交換 ) 

| ※ 当 初 計画 で は 、 令 和 元 年 度 中 に 第 3 回 復興 教育 作業 部 会 を 開催 予 
| 定 だ っ た が 、 新 型 コ ロナ ウィ ルス 感染 拡大 の 影響 等 に より 、 令 和 2 
E 度 に 延期 ( 令 和 2 年 5 月 に 書面 会 議 と し て 開催 ) 。 




































































































































































2. 令 和 元 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 


_ 令 和 元 年 度 活動 計画 | 令 和 元 年 度 活動 状況 ・ 成 果 ・ 課 題 
〇 「 い わ て の 師匠 」 派遣 事業 の 実施 |] 〇 学校 等 か ら の 依頼 に 基づき 、13 件 の 講師 派遣 を 
実施 し た (周知 方 法 の 改善 等 に より 、 前 年 度 より 派 

| 遺 件 数 が 大 幅 に 増加 ) 。 
O 「 い わ て の 師匠 」 派遣 事業 内 容 の |「 〇 岩手 県 教育 委員 会 か ら の アド バイ ス を 得 な が 


見 直し 、 実 施 要 項 の 改訂 | ら 、 実 施 内 容 を 見 直し の うえ 、 実 施 要項 の 改訂 作業 




























































































を 実施 (新型 コロ ナウ ィ ル ス 感 染 拡 大 の 影響 に 
り 改 訂 版 は 令 和 2 年 6 月 に 完成 ) 。 
























































































































































































































































































































































































































































3. 今後 の 活動 方 針 ・ 予 定 SS ュー 
改訂 し た 実施 要項 を 基 に 、 引 き 続 き 潜在 的 な ニー ズ を 掘り 起こ し 、 派 遣 実施 件 数 を 増加 
させ る こと を 目的 と し て 、 以 下 の 活動 を 実施 する 。 
〇 令 和 2 年 3 月 付け で 改訂 し た 、「『 い わ て の 師匠 』」 派 遣 事業 実施 要項 」 に 基づき 、 講 
師 の 派遣 ・ プ ログ ラム の 提供 を 継続 し て 実施 。 
〇 央 手 県 教育 委員 会 及び 各市 町 村 教 育 和 要員 会 の 協力 の も と 、 実 施 要項 等 を 県 内 小 ・ 中 ・ 
高等 学校 及び 支援 学校 等 に 配布 する と と も に 、 事 務 局 (岩手 大 学 ) の ホー ムペ ー ジ に 実 
施 要 項 及 び 事 例 集 を 公開 し 、 周 知 を 実施 。 
〇 令 和 2 年 度 中 に 、 以 下 の 時 期 を 目途 に 作業 部 会 を 開催 する 。 
〇 令 和 2 年 度 中 に 、 以 下 の と お り 作 業 部 会 を 開催 する 。 
・ 第 1 回 (5 月 、 書 面 開催 済 ) : 実施 要項 改訂 版 の 最終 確認 、 今 年 度 計 画 の 確認 。 
・ 第 2 回 (1 1 月 以降 ) : 今年 度 活動 の 中 間 報 告 及 び 次 年 度 以降 の 改善 事項 に 関す る 検 
討 等 。 
第 3 回 (2 月 以降 ) : 今年 度 活動 総括 及び 次 年 度 へ の 申し 送り 事項 確 の 確認 。 
【 現 在 ま で の 実施 状況 】 
〇 「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 に よる 派遣 依頼 数 、 実 施 時 期 
10 月 末日 時 点 で 8 校 (延べ 12 件 ) より 依頼 (昨年 度 実績 : 13 件 ) 
派遣 時 期 は 9 月 て 2 月 (全体 的 に 実施 時 期 が 昨年 度 よ り 遅 れ て いる ) 
〇 今年 度 見 られ る 新た な 傾向 
・ 新 型 コ ロナ の 影響 に より 、 社 会 科 見 学 な どの 学校 行事 が 減少 する 中 、 代 医 手 段 と し て 
本 事業 の 活用 を 希望 する 学校 が 発生 。 
・ ビ ジネス プラ ン や キャ リア 形成 な ど 、 防 災 ・ 復 興 教育 以外 の テー マ を 希望 する 学校 が 
増加 。 
・1 校 か ら 多 様 な テー マ で の 派遣 依頼 が か あり 、 複 数 の 機関 で その 要望 に 応え る よう な 事 
例 が 発生 。 
うう 「 い わ て の 復興 教育 」 で 掲げ る 「 岩 災 津 波 の 教訓 を 後世 に 語り 継ぎ 、 自 ら の 生き 方 、 
あり 方 を 考え 、 夢 と 未来 を 拓 き 、 社 会 を 創造 する 」 た め に 必要 な 「 い きる 」「 か か わ 
る 」 「 そ な える 」 の 3 つの 教育 的 価値 を 高め る 観点 か ら も 、 防 災 教 育 以外 の 分 野 に お 
ける 本 事業 の 意義 及び 成果 が 向上 し て いる 。 
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いわ て 未来 づく り 機構 復興 教育 作業 部 会 
活動 状況 報告 
令 和 元 年 度 一 令 和 2 年 度 上 半期 ) 





1. いわ て の 復興 教育 プロ グラ ム 平成 31 年 3 月 改訂 版 





目 的 : 郷土 を 愛し 、 そ の 復興 ・ 発 展 を 支え る 人 材 の 育成 (復興 ・ 発展 を 支え る ひと づく り ) 





岩 災 津 波 の 教訓 か ら 得 られ た 教育 的 価値 (いき る ・ か か わる ・ そ な える ) を 具体 化し て 、 現代 的 な 
教育 課題 に 対応 し 、 こ れ ま で の 教育 活動 を 補完 ・ 充 実 させ る 





意 義 : 子ども た ち が 、「 岩 災 津 波 の 教訓 を 後世 に 語り 継ぎ 、 自ら の 生き 方 ・ あ り 方 を 考え 、 


夢 と 未来 を 拓 き 、 社会 を 創造 する こと 」 が で きる よう に 、 県 内 全て の 学校 で 取り 組む こと 
に 大 き な 意 義 が ある 。 











〇 岩 災 津波 の 教訓 か ら 学 ん だ こと を 生か す 
〇 と ん な 時 で も 、 生き 抜く た め の 力 を 身 に 付け る 





目指 すべ き 成 果 : 
児童 生徒 の 学び は 学校 を 超え 、 地域 全体 に 広がり を 見 せ て いる 現状 に 対し て 、 児童 生徒 の 
学び を 支え る た め に 多く の 大 人 が 力 を 合わ せる こと に より 、 新た な 地域 の 次 を 構築 する 。 





オブ ザー バー 参加 機関 


富士 大 学 
特定 非 営利 活動 法人 いわ て 連携 復興 セン ター 


商工 労働 観光 部 
も の づく り 自 動車 産業 振興 室 


農林 水産 部 農林 水産 企画 室 
一 般 社 団 法 人 岩手 経済 同友 会 


岩手 県 中 小 企業 家 同 友 会 


以上 、 6 機関 (8 部 署 ) 
オブ ザー バー 参加 2 機関 





教育 的 価値 


(いき る ・ か か わる ・ そ な える ) 


「 復 興 教育 作業 部 会 (いわ て の 師匠 派遣 事業 ) 」 と 「 い わ て の 復興 教育 」 の 関係 





「 い わ て の 復興 教育 」 で は 子ども た ち が 「 震 炎 津 波 の 教訓 を 後世 に 語り 継ぎ 、 自 ら の 生き 方 、 あ り 方 を 考え 、 夢 と 未来 を 拓 き 、 社 会 を 創造 する 」 
た め に 必要 な 「 い きる 」「 か か わる 」「 そ な える 」 の 3 つの 教育 的 価値 と 具体 の 21 項 目 を 設定 し て いる 。 
復興 教育 作業 部 会 は 、 い わ て の 師匠 派遣 事業 を 通じ て 、20 の 派遣 実施 機関 が それ ぞ れ 「 い きる 」「 か か わる 」「 そ な える 」 に 沿っ た テー マ を 設定 


し 、 支 援 を 行う 。 


か けが え の な い 生 命 
すべ て の 生命 は 、 か けが え の な いも の で ある こと を 実感 
し 、 大 切 に する 。 


自然 と の 共生 


自然 の 恵み や 美 し さ に 感動 する 心 と 塁 散 の 念 を 持ち 、 自 
然 と と も に 生き る こと に つい て 考え る 。 


価値 ある 自分 


どの よう な 状況 に お いて も 、 自 分 の 存在 を 認め 、 必 要 と さ 
れる 存在 で ある こと を 認識 する 。 


夢 や 希望 の 大 切 さ と や り 抜 く 強 さ 

夢 や 希望 を も つこ と は 、 生 きる 価値 を 見 出す こと で あり 、 
どん な 状況 に お いて も た くま し く 生 き て いく と いう 強い 意志 
と 態度 を 養う 


自分 の 成長 


自分 の 成長 や 生活 が 多く の 人 の 支え で 成り 立っ て いる こ 
と に 気づき 、 感 謝 の 気持 ち も を も つこ と が で きる よう に する 。 


心 の 健康 


つら いこ と や 悲し いこ と 、 環境 か らく る スト レス な ど を 感じ 
た 時 の 対処 方 法 を 学び 、 自 分 自身 で 心 の 健康 を 維持 する 。 


身体 の 健康 


周囲 の 環境 を 理解 し 、 状 況 に 合 
付け て 遊ん だ り 、 運 動 し た りす る 。 


わせ な が ら 安 全 に 気 を 


家族 の きず な 


安心 し て 生き て いく た め の 生 活 基盤 と し て 、 家 族 の 絆 を 大 
切 に する 。 家族 の 一 員 と し て 、 自 分 の 役割 を 果たす 。 


仲間 と の つなが り 


_ 互 い に 支 え 合う 仲間 を つく り 、 友 情 を 大 切 に する 態度 を 養 
う 。 


地域 と の つなが り 

幼児 や 高齢 者 の 人 々 障がい の ある 人 々 等 が 一 緒 に 生 
活 し て いる 地域 社会 の 人 の 思い を 知り 、 地 域 へ の 愛着 を も 
つこ と が で きる よう に する 。 


ボラ ンティア ・ 救 援 活動 
他 の 人 や 地域 社会 に 役立つ こと を 自分 か ら 進ん で 実践 し 、 
他人 の 喜び を 自分 の 喜び と し て 共感 する 。 


自分 と 地域 社会 


郷土 の 美しい 自然 、 伝 統 行事 ・ 卿 土 芸能 、 温 か い 人 の つ 
pee 安全 な まち を 願い 、 地 域 づ くり に か か わ 


復旧 ・ 復 興 の あゆ み 


岩 災 津波 等 の 自然 災害 で 被害 を 受け た 交通 網 や 産業 、 
住宅 や まち の 復旧 ・ 復 興 の 状況 を 調べ 、 安 全 で 生き 生き し 
た まち づく り に か か わる 。 


災害 に 備え る 地域 づく り 


次 の 災害 に 向け た まち づく り 、 地 域 づ くり に か か わる 。 


自然 災害 の 様子 と 被害 の 状況 


岩 災 津波 等 、 自 然 災 害 の 様子 と 被害 の 状況 に つい て 理解 する 。 


自然 災 発 生 の メカ ニズム 
震 災 津波 等 、 自 然 災 害 が 発生 する メカ ニズム や それ ぞ れ の 和 災害 に 
つい て 理解 する 。 


自然 災害 の 歴史 

過去 に 起き た 自然 災害 や 自然 災害 と 共存 し て きた 人 々 の 努力 や エ 
夫 な ど に つい て 調べ 、 防 災 ・ 減 災 に つい て 理解 する と と も に 、 次 の 世 
代 へ 語り 継い で いく 。 


災害 の ライ フラ イン ・ 地 域 経済 へ の 影響 

震 炎 津波 等 、 自 然 炎 害 の 被害 に よる 教訓 を も と に 、 水 ・ 電 気 ・ ガ ス ・ 
灯油 ・ ガ ソリ ン ・ 道 路 な どの 供給 輸送 シス テム や その 大 切 さ を 理解 
し 、 ラ イフ ライ ン が 止ま っ た 時 に 対応 で きる よう に する 。 


災害 時 に お ける 情報 の 収集 ・ 活 用 ・ 伝 達 
震 火 津波 等 、 自 然 災 害 の 被害 に よる 教訓 を も と に 、 情 報 の 大 切 さ 、 
情報 の 収集 、 選 所 判断 、 発 信 の 方 法 な ど に つい て 理解 し 、 活 用 で き 

うに 


学校 ・ 家 庭 ・ 地 域 で の 日 頃 の 備え 
避難 場所 や 避難 方 法 、 避 難 経 路 を 把握 し て 、 安 全 に 避難 する 。 家 
具 の 安全 対策 、 避 難 の 方 法 や 落ち 合う 場所 、 非 常時 持ち 出し 品 、 放 
射線 に つい て の 正しい 理解 な ど 、 学 校 や 家庭 で で きる 防災 対策 を 行 
う 。 地域 の 防災 シス テム を 理解 し 、 防 災 活 動 に 参加 する 。 


身 を 守り 、 生 き 抜 く た め の 技能 


危機 を 予測 (回 避 ) し 、 人 災害 や 事故 に 直面 し た 際 に 自 他 の 体 を 守り 、 
被害 を 最小 限 に 止め 、 非 常時 に 生き 抜く 技能 を 身 に 付け る 。 





4. いわ て の 師匠 派遣 協力 機関 


機関 名 機関 名 機関 名 

に mu ラニ 一 般 社団 法人 ロロ = ミイ エコ ユカ NY 
株 式 会 社 岩手 銀行 岩手 県 宅地 建物 取引 業 協会 岩手 県 信用 保証 協会 (※) 
地方 独立 行政 法人 = 
公立 大 学 法人 株 式 会 社 日 本 政策 金融 公庫 
岩手 県 立 大 学 盛岡 支店 
国立 大 学 法人 公益 財団 法人 
岩手 大 学 岩手 県 南 技術 研究 セン ター 
一 般 社団 法人 公益 財団 法人 
岩手 県 銀行 協会 釜石 ・ 大 構 地 域 産 業 育成 セン ター 
株 式 会 社 日 本 政策 金融 公庫 一般 社団 法人 
盛岡 支店 岩手 県 医師 会 
公益 財団 法人 一 般 社 団 法 人 
岩手 生物 工学 研究 セン ター 岩手 経済 研究 所 
※ は 、 令 和 2 年 度 か ら の 新規 加入 機関 以上 、16 機 関 


(1) 目 標 ・ 出 すべ き 成 果 
O「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 の 県 内 小 中 学校 、 高 校 へ の 周知 活動 を 継続 し て 行い 、 
引き 続き 各 校 の 依頼 に 基づき 講師 派遣 ・ プ ログ ラム の 提供 を 行う 。 


〇 学校 側 の ニー ズ に 沿っ た 活動 の 検討 


(2) 活動 内 容 


Seon り 起 こし 、 派遣 実施 件 数 を 増加 させ る こと を 目的 と し て 、 以下 の 活動 を 重点 的 
に 実施 し た 。 


① い わ て の 復興 教育 プロ グラ ム の 改訂 、「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 開始 か ら 5 年 が 経過 し 、 学 校 
側 の ニー ズ も 変わ っ て き て いる こと か ら 、 実 施 要項 等 を 各 学 校 の 教員 が 活用 し や すい よう 、 岩 手 
県 教育 委員 会 か ら ア ドバイ ス を 得 な が ら 、 見 直し を 行っ た 。 

な お 、 見 直し 作業 を 行っ て いる 間 も 講 師 派 遣 が 途切れ ぬ よ う 、 こ れ ま で と 同様 の 事業 を 継続 し て 
実施 し た 。 


② 岩 手 県 教育 委員 会 の 協力 の も と 、 見 直し た 実施 要項 等 を 学校 関係 者 が 集まる 会 議 ( 小 中 高等 
学校 校長 会 議 ) 等 で 配布 し 、 周 知 を 行っ た 。 


③ 作 業 部 会 を 2 回 開催 し 、 委 員 に 内 容 を 共有 し た 。 
“SAH 5 月 : 実 施 要項 の 改定 内 容 の 検討 
・ 令 和 元 年 12 月 : 見 直し 後 の 実施 要項 ( 案 ) の 検討 





6. 令 和 元 年 度 の 取組 状 : 


4 月 17 日 


4 月 26 日 


4 月 25 日 
6 月 3 日 


6 月 11 日 


7 月 23 日 


1 月 9 日 


※ 当初 
訂 版 「 い わ て の 師匠 派遣 


「 平 成 31 年 度 第 1 回 岩手 県 指導 
業 」 に つい て 周知 (14 団 体 ・18 名 が 参加 ) 


第 1 回 復興 教育 作業 部 会 開催 


内 容 


主事 会 


議 」 に て 、「 い わ て の 師匠 派遣 事 


て 「 い わ て の 師匠 派遣 事業 」 実 施 要項 の 改訂 に つい て 検討 


岩手 県 教育 委員 会 


こ て 、 実 施 要項 等 に つい て 意見 交換 


いわ て の 復興 教育 ・ 防 災 教 育 研修 講座 に て 、「 い わ て の 師匠 派遣 事業 」 に 
つい て 周知 (57 団 体 ・57 名 が 参加 ) 


「 い わ て の 師匠 派遣 


塵 事業 」 へ の 協力 依頼 発送 


て 「 い わ て の 師匠 派遣 事業 」 実 施 要項 の 改訂 に 伴い 、 派 遣 実 施 機関 の 協力 を 依頼 


(8/26 締 切 : 現 在 、 実 施 要項 等 の 見 直し と 併せ て 取り まとめ 中 ) 


第 2 回 復興 教育 作業 部 会 開催 


て 「 い わ て の 師匠 派遣 事業 」 実 施 要項 の 最終 版 に つい て 意見 交換 


計画 で は 、 令 和 元 年 度 中 に 第 3 回 復興 教育 作業 部 会 を 開催 の うえ 、 改 
事業 」 実 施 要項 を 県 内 各 学 校 へ 送付 する こと と し て いた 


が 、 新 型 コ ロナ ウィ ルス 感染 拡大 の 影響 等 に より 、 令 和 2 年 度 に 延期 。 





7. A 


ES ORR (PMI) 


Co ee ee 


8/1 (A) 


9/1 (AR) 


9/4 (7k) 


9/20( 金 ) 


9/26( 木 ) 


10/1( 火 ) 


10/7( 月 ) 


10/17( 木 ) 


10/21( 月 ) 


10/21( 月 ) 


11/6( 水 ) 


11/29( 金 ) 


12/6( 金 ) 


認定 こども 園 
都 南 幼稚 園 


25th 
大 平 中 学校 
八幡 平 市 立 
西根 中 学校 


盛岡 市 立 
本 宮 小 学校 
大 船渡 市 
副 校 長 会 


住田 町 立 
有 住 中 学校 


大 船渡 市 立 
大 船渡 中 学校 
宮古 恵 風 支援 学校 
岩手 県 立 
紫波 総合 
岩手 県 立 


高等 学校 


大 船渡 市 立 
大 船渡 中 学校 
八幡 平 市 立 
安代 中 学校 
八幡 平 市 立 
平 笠 小 学校 


生徒 27 名 
教職 員 4 名 
保護 者 22 名 
生徒 241% 
教職 員 25 名 


第 1 学年 62 名 
教職 員 7 名 
BIRR 19 名 
全校 生徒 38 名 
教職 員 14% 
3 年 生 44 名 
教職 員 6% 
教職 員 50 名 
全学 年 443 名 
教職 員 61 名 
全学 年 844 名 
教職 員 70 名 
第 1 学年 62 名 
教職 員 7 名 

全学 年 ・75 名 

教職 員 ・13 名 

全学 年 ・31 名 

教職 員 ・10 名 


岩手 大 学 地域 防災 研究 セン ター 
福留 邦洋 教授 


岩手 大 学 地域 防災 研究 セン ター 
福留 邦洋 教授 


岩手 大 学 地域 防災 研究 セン ター 
土井 BK 客員 教授 


岩手 大 学 地域 防災 研究 セン ター 
熊谷 誠 特 任 助教 


岩手 大 学 地域 防災 研究 セン ター 
福留 邦洋 教授 
岩手 大 学 理工 学部 

松林 由里子 助教 


岩手 大 学 地域 防災 研究 セン ター 
福留 邦洋 教授 


岩手 医科 大 学 
奥野 史 寛 氏 


岩手 大 学 理工 学部 
松林 由里子 助教 


岩手 大 学 地域 防災 研究 セン ター 
越野 修三 客員 教授 


岩手 県 立 大 学 総合 政策 学部 
伊藤 英之 教授 


農学 部 
井 良 沢 道 也 教授 


岩手 大 学 地域 防災 研究 セン ター 
土井 宣夫 客員 教授 
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危機 管理 マニ ュ ア ル の 中 身 に つい て 意見 交換 


防災 マッ プ の 作成 


岩手 山 が 噴火 し た 場合 の 被害 状況 と それ に 対 
応 す る 避難 行動 


防災 マッ プ を 活用 し た 「DIG」 
作成 し た マニ ュ ア ル の 見 直し 

防災 マッ プ を 活用 し た 大 雨 洪水 の ワー クシ ョ ッ プ 
DIG の 講義 と 演習 


教職 員 の 防災 教育 の 研修 会 


紫波 町 で 想定 され る 、「 大 雨 洪水 」、「 土 砂 災 害 」 
に 対す る 備え の 学習 


「 災 害 時 に お ける 避難 に つい て 」 の 講話 
防災 クロ スロ ー ド ゲー ム 
「 大 雨 ・ 洪 水 等 の 自然 災害 」 の 講話 と 演習 


講和 「 岩 手 山 の 噴 火 、 自 然 災 害 の 被害 と そ な 
え 」 


8. いわ て の 師匠 派遣 事業 の 実績 (TOPlC)① 


月 日 :8 月 1 日 

学校: 認定 こども 園 都 南 幼稚 園 AMA 6 名 

講 人 岩手 大 学 地域 防災 研究 セン ター 福留 教授 

内 容 : 園 で 作成 し た 危機 管理 マニ ュ ア ル が 、 園 の 規模 、 立 地 条 件 、 周 辺 の 環境 
に 対し て 適切 な も の に な っ て いる か の アド バイ ス 


講師 か ら の アド バイ ス 


O 休 難 や 保護 者 へ の 引渡 し の 基準 が 曖昧 な 為 、 実 際 に 災害 が 起き た 時 に それ ぞ れ (職員 ・ 保 護 者 ) 
の 判断 に 迷い が 出 て し まう こと が 予想 され る 。 災害 が 起き た 時 の 、 幼 稚 園 の 方 針 を 明確 に し 、 そ の 
基準 (ルー ル ) を 保護 者 に 紙面 (A3 一 枚 な ど ) に まとめ て 伝え る こと が 大 事 だ 


ご と 思う 。 


都 南 幼 稚 園 か ら の 感想 

O 本 園 で 作成 し た 危機 管理 マニ ュ ア ル に 沿っ て 、 具体 的 に わか りや すく 
改善 点 を 教え て いた だ きま し た 。 様々 な 状況 を 盛り 込ん で 自分 た ちな り に 
作成 し て みた マニ ュ ア ル で し た が 、 専 門 の 先生 に 見 て いた だ く と 、 曖昧 だ 
っ た り 、 抽象 的 で いざ と いう と き に 迷い が 生じ る 内 容 で ある こと に 気づか さ 
れ ま し た 


先生 に 教え て 頂い た こと を 元 に 、 充実 し た マニ ュ ア ル ・ 訓 練 と な っ て いく 
よう に 今後 に つなげ て いき た いと 思い ます 。 








危機 管理 マニ ュ ア ル へ の 助言 





8. いわ て の 師匠 派遣 事業 の 実績 (TOPlC)② 


月 日 :9 月 1 日 


学 校 : 釜 石 市 立 大 平 中 学校 生徒 27 名 、 保 護 者 22 名 、 教 職員 4 名 
講 師 : 岩 手 大 学 地域 防災 研究 セン ター 福留 教授 


内 容 : 学 区 の 白地 図 を 使っ て 、 土 砂 災 害 ハ ザー ド マ ッ プ を 作成 


大 平 中 学校 生徒 か ら の 感想 


〇 自分 の 住ん で いる 地区 で は な い 人 と チー ム を 組む こと で 、 自分 の 知ら な い 情 報 が 聞け た り 、 協 力 

し て 考え られ た り し て 、 と て も 効率 的 に 作業 を 進め られ た と 思い ます 。 SHORT. eas 
\ 多 く 、 土 砂 災害 が 起き る 可能 性 が 高 ぶ 、 そ れ を 防い だ り 、 も し 
な きゃ いけ な いと 思い まし た この 土地 の 環境 だ か ら 、 防ぐ APOE Ua Sasa で も 、 





起き た 後 の 物 資 の 運搬 や 人 の 逃げ 道 を 作る た め 、 道 路 の 設備 を 整え る こと も 大 切 だ と 思い まし た 。 


大 平 中 学校 保護 者 か ら の 感想 


〇 自分 の 住ん で いる 地域 の 危険 箇所 を 再 確認 する こと が で きま し た 。 
ほか の 地域 は よく わか ら な か っ た の で す が 、 行 き 来 する こと は あり ます 
の で 、 今 日 の 作業 で 知る こと が で き て よかっ た で す 。 ハー ド 面 、 ソ フト 面 、 
と も に 考え る 機会 を 頂け て 良かっ た で す 。 





(1) 目 標 ・ 出 すべ き 成 果 
O「 い わ て の 師匠 派遣 事 業 の 県 内 小 中 学校 、 高 校 へ の 周知 活動 を 継続 し て 行い 、 
引き 続き 各 校 の 依頼 に 基づき 講師 派遣 ・ プ ログ ラム の 提供 を 行う 。 


〇 学校 側 の ニー ズ に 沿っ た 活動 の 検討 
(2) 活 動 計画 


潜在 的 な ニー ズ を 掘り 起こ し 、 派遣 実施 件 数 を 増加 させ る こと を 目的 と し て 、 以下 の 活動 を 
重点 的 に 実施 する 。 


① 令 和 2 年 3 月 付け で 改訂 し た 、「『 い わ て の 師匠 』」 派 遣 事業 実施 要項 」 に 基づき 、 講 師 の 派遣 ・ 
プロ グラ ム の 提供 を 継続 し て 実施 する 。 


② 岩手 県 教育 委員 会 及び 各市 町 村 教 育 委 員 会 の 協力 の も と 、 実施 要 項 等 を 県 内 小 ・ 中 ・ 
高等 学校 及び 支援 学校 等 に 配布 する と と も に 、 事 務 局 (岩手 大 学 ) の ホー ムペ ー ジ に 実施 要項 
及び 事例 集 を 公開 し 、 周知 を 行う 。 


③ 以下 の 時 期 を 目途 に 作業 部 会 を 開催 し 、 委 員 に 内 容 を 共有 する 。 


・ 実施 要項 配布 先 等 確認 時 (5 月 )※ 新 型 コ ロナ ウィ ルス 感 委 拡大 の 影響 に より 、 メ ー ル 開催 
・ 今 年度 活動 状況 の 報告 及び 次 年 度 以降 の 改善 事項 に 関す る 検討 等 (12 月 1 月 頃 ) 





10. 令 和 2 年 度 の 取組 状 : 


5 月 27 日 岩手 県 教育 委員 会 に て 、 今年 度 事業 計画 等 に つい て 意見 交換 


第 1 回 復興 教育 作業 部 会 開催 


5 月 26 日 ー「 い わ て の 師匠 派遣 事業 」 実 施 要項 (改訂 版 ) の 内 容 及び 送付 先 の 確認 、 
令 和 2 年 度 事業 計画 及び 令 和 2 年 度 に お ける 「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 に よる 
講師 の 派遣 方 法 等 に つい て 検討 = 


「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 実施 要項 の 配布 ・ 公 開 


6 月 22 日 て 岩手 県 教育 委員 会 及び 市 町 村 教 育 委 員 会 を 通じ 、 県 内 全て の 小 ・ 中 ・ 高 等 学校 
及び 特別 支援 学校 へ 配布 する と と も に 、 事 務 局 (岩手 大 学 ) ホ ー ム ペー ジ に 実施 
要項 及び 事例 集 を 公開 < 

11 月 以降 ) 第 2 回 復興 教育 作業 部 会 


今年 度 活動 の 中 間 報 告 及び 次 年 度 以降 の 改善 事項 に 関す る 検討 等 


(2 月 以降 ) 第 3 回 復興 教育 作業 部 会 
ー 今 年 度 活動 総括 及び 次 年 度 へ の 申し 送り 事項 確 の 確認 
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いわ て の 師匠 派遣 


事業 実施 状況 ( 令 和 2 年 度 ) 


①8 月 21 日 








Rey as ②9 月 11 日 
岩手 県 立 
盛岡 南 業 高等 学校 の HB 
⑤12 月 18 日 
2840 THE 
金太 中 学校 10 月 8 日 
北上 市 立 
黒沢 尻 北 小学 校 B18 
一 関 市 立 
REEL 3 
盛岡 市 立 
Z 部 中 学校 reese 
日 程 調 整 中 
水沢 市 立 
水沢 南 中 学校 
日 程 調 整 中 
①11 月 30 日 
盛岡 中 央 高等 学校 ②12 月 7 日 
ORE 
久慈 市 立 
長 内 中 学校 nue 








3 年 生 80 名 


2 年 生 100 名 
3 年 生 133 名 
教職 員 10 名 
行政 担当 10 名 
地域 代表 20 名 


全校 生徒 181 名 
教職 員 16 名 


2 年 生 生徒 65 名 
保護 者 20 名 前 後 


1 年 生 175 名 


2 年 生 212 名 


AR コー ス 1 年 76 名 


1 年 生 75 名 


岩手 県 信用 保証 協会 
企業 支援 課 高橋 敏文 
fl 大 川 BRE 

同 RAI BA 


岩手 大 学 
人 セン ター 教授 
福留 邦 


岩手 県 立 大 学 
総合 政策 学部 准 教授 
FER 誠 史 


岩手 大 学 
理工 学部 准 教 授 
山本 英和 


(一 社 ) 岩 手 県 銀行 協会 
常務 理事 菊池 芳 泉 


(AM) 岩手 県 生物 工学 研究 セン ター 
園芸 資源 研究 部 西原 昌宏 

ゲノム 育種 研究 部 阿部 陽 

(一 社 ) 岩 手 県 宅地 建物 取引 業 協会 
会 長 多田 幸司 

岩手 保健 医療 大 学 

看護 学部 看護 学科 教授 

福島 道子 





岩手 大 学 
地域 防災 研究 セン ター 客員 教授 
土井 宜 夫 
岩手 保健 医療 大 学 
看護 学部 看護 学科 助教 

中 枝 


調整 中 


岩手 医科 大 学 
災害 時 地域 医療 支援 教 育 セ ンタ ー 
長 


科目 「 課 題 研究 」 に お ける 企業 まで の 流れ 、 ビ ジネス プラ ン 
を 学ぶ 


学校 ・ 家 庭 ・ 地 域 で の 日 頃 の 備え 、 防 災 教 育 に 関わ る こと 


生徒 へ の 講義 ・ 演 習 

(「 ま ちあ る き 」 を 行っ た 後 、 交 通 安全 、 生 活 安全 の 視点 に よ 
る 「 安 全 マ ッ プ 」 の 作成 を 行う ) 

講話 ・ 演 習 : 

ー 関 市 で 被害 が あっ た 岩手 宮城 内 陸地 震 な ど 地 震 災 害 の 
特徴 と その 対応 策 ( 備 え ) を 中 心 と し た 内 容 


“Ht バイ テク の 今 、 昔 
・ ゲ ノム 解読 と 育種 へ の 利用 
* 君 の 可能 性 に か ける チャ ンス を 掴む に は 


・ 訪 問 看護 っ て 何々 
自然 災害 が 発生 する メカ ニズム ・ 自 然 災 害 の 歴史 


災害 時 に まず 何 を する ? 何 が 必要 ? 災害 に あっ た 時 に 
大 事 な こと 


科目 「 い わ て 学 」 に お ける 企業 まで の 流れ 、 ビ ジネス プラ ン 
を 学ぶ 


講演 : 災 害 に 備え る 地域 づく り 
* 東 日 本 大 震 災 に つい て 
・ 災 害 医療 に つい て BE 





8. いわ て の 師匠 派遣 事業 令 和 2 年 度 の 傾向 





(1) 「 い わ て の 師匠 」 派 遣 


中 事業 に よる 派遣 


中 依頼 数 、 実 施 時 期 


・ 10 月 19 日 時 点 で 8 校 ( 延 ベ 12 件 ) よ り 依頼 (昨年 度 実績 : 13 件 ) 
・ 派遣 時 期 は 9 月 ~2 月 (全体 的 に 実施 時 期 が 昨年 度 よ り 遅 れ て いる ) 


(2) 今年 度 見 られ る 新た な 傾向 

・ 新型 コロ ナ の 影響 に より 、 社 会 科 見 学 な どの 学校 行事 が 減少 する 中 、 代 替 
手段 と し て 本 事業 の 活用 を 希望 する 学校 が 発生 。 

・ ビジ ネス プラ ン や キャ リア 形成 な ど 、 防 災 ・ 

る 学校 が 増加 。 

・ 1 校 か ら 多様 な テー マ で の 派遣 依頼 が あり 、 複 数 の 機関 で その 要望 に 応え 


る よう な 事例 が 発生 。 


復興 教育 以外 の テー マ を 希望 す 


 「 い わ て の 復興 教育 」 で 掲げ る 「 岩 災 津 波 の 教訓 を 後世 に 語り 継ぎ 、 自 ら の 生き 


方 、 SAN 社会 を 創造 


る 」「 な る 人 1 の 3 つの 教育 
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告 す る 」 た め に 必要 な 「 い きる 」「 か か 
ELD D4, 防災 


育 以 外 の 分 野 に 













14 2,500 
5 岩手 県 教育 委員 会 の 
協力 が 実績 増 に 大 きく 寄与 2,000 

10 (3042 E 1 件 864 > 1 年 度 13 件 2,244 名 ) 

8 1,500 

6 1,000 

4 

500 
| 
0 0 





平成 26 年 度 平成 27 年 度 平成 28 年 度 平成 29 年 度 平成 30 年 度 倒 和 1 年 度 


mee SS eee 受講 者 数 













① いわ て の 師匠 派遣 事業 登録 機関 の 増加 方 策 
"実施 要項 改正 前 は 20 機 関 登録 。 改正 後 は 16 機 関 が 登録 。 
・ 時 代 に 合わ せ た 登 録 機関 の 継続 的 確保 が 必要 。 
教育 的 価値 (いき る 、 か か わる 、 そ な える ) か ら 考 える と 、 今後 は 防災 教育 以外 の 
講師 派遣 が 重要 と な る 。 


② 実施 要項 改正 後 の 広 報 
教育 現場 へ の 効果 的 な 広報 の 方 策 

・ 改訂 後 の 実施 要項 を 県 内 全て の 小 中 高 (特別 支援 学校 を 含む ) に 配布 し 、 一 定 の 周 
知 効果 は 出 て いる 。 

・ 令 和 2 年 度 は 新型 コロ ナ の 影響 で 実施 で き な か っ た が 、 岩 手 県 教育 委員 会 の 協力 を 
得 な が ら 、 現 場 の 教員 が 集まる 「 岩 手 県 指導 主事 会 議 」 や 「 い わ て の 復興 教育 ・ 防 災 
Soe Cee oe ブロ ッ ク 毎 の 説明 会 な ど 、 多様 な 場 で の 広報 も 

必 o 




















③ 新た な ステ ー ク ホル ダー と の 関わ り 方 

・ 令 和 元 年 度 、 初 め て 実施 し た 教員 向け 、 児童 ・ 保 護 者 向け 「 い わ て の 師匠 派遣 事 
業 」 は 、 総 じ て 評価 が 高かっ た 。 

・ 「 い わ て の 復興 教育 」 を さら に 推進 する うえ で も 、 児 童 生 徒 を 取り 巻く 環境 に 対し て も 、 
「 い わ て の 師匠 派遣 事業 」 に よる 貢献 が 可能 で ある こと を 確認 。 

・ 今後 は 、 教 員 向け 、 保 護 者 向け に 対応 する プロ グラ ム の 検討 も 必要 。 
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いわ て 未来 づく り 機 構 
いわ て 復興 未来 塾 作業 部 会 の 実績 報告 ・ 活 動 計画 


テー マ : 復興 や 地域 づく り の 担い 手 の 育成 及び 人 材 の ネッ トワ ー ク づく り 





ER: 菊池 芳彦 担当 団体 : 岩手 県 復興 局 











報告 要旨 

復興 を 担う 個人 や 団体 な ど 多 様 な 主体 に 学び の 場 を 提供 する と と も に 、 相 互 の 交流 や 連携 を 
図り な が ら 、 復 興 や 地域 づく り の 担い 手 の 育 成 と 人 材 の ネッ トワ ー ク づく り を 推進 する た め 、 
[Vd C ERR RAA & 2 BAH L Zc. 







































































1. 令 和 元 年 度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ トブ プッ ト ) 


一 いわ て 復興 未来 塾 開催 実績 






















































































回 開催 日 時 会 場 テー マ 参加 者 数 
令 和 元 年 弟 前 高田 市 (キャ ピ | 「 思 い を 伝え 、 つ な ぐ 。 
第 1 回 nt AIG NM (キャ を 伝え AR 約 150 名 
11 月 16 日 ( 土 ) タル ホテ ル 1000) | 来 の た め の 伝 承 ・ 発 信 」 
令 和 2 年 再 市 (エス ポリ ワー [ ヵ 9 年 、 復 興 の 
第 2 回 TF 盛岡 市 ( 間もなく 9 年 、 復 約 120 名 
1 月 26 日 (日 ) ル い わ て ) これ か ら 」 























2. 令 和 元 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 


本 令 和 元 年 度 活動 計画 。 令 和 元 年 度 活動 状況 ・ 成 果 ・ 課 題 
(1) 目標 ・ 出 すべ き 成 果 
より 良い 復興 の 実現 に 向け 、 復 興 に 関 ① 第 1 回 いわ て 復興 未来 誤 に つい て 

わり た いと 考え て いる 多く の 方 々 に | 「 思 い を 伝え 、 つ な ぐ 。 未 来 の た め の 伝承 ・ 発 信 」 を テ 
復興 に 関す る 学び の 場 を 提供 する と 一 マ に 、 政 策 研 究 大 学院 大 学 客員 教授 の 徳山 日 出 男 氏 


と も に 、 参 加 さ れ た 方 々 の 交流 や 連携 | か ら 、 防 災 減 炎 、 津 波 な ど に 関す る 「 学 び 」 や 「 備 え 」 



























































































































































を 図る 。 | の 重要 性 、 震 災 の 教訓 を 自分 ご と と し て 考え る こと の 
(2) 活動 計画 ( 令 和 元 年 度 ) | 大 切 さ を 県 民 と 共有 する こと が で きた 。 
































三陸 防災 復興 シン ポジ ウム が 年 4 回 開 ② 第 2 回 いわ て 復興 未来 塾 に つい て 
催さ れる こと を 踏ま ほそ を 、 い わ て 復興 未 | 「 間 も な く 9 年 、 復 興 の これから 」 を テー マ に 、 国 際 




































































































































































AMIE 2 回 開催 する 。 | 的 に 活躍 し て いる 女性 フォ ト ジ ャ ー ナ リス ト の 安田 菜津 
と 第 1 回 は 、 令 和 元 年 11 月 16 日 ( 土 ) に 紀 氏 を は じ め 、 治 岸 被災 地 で 復興 まち づく りや 伝承 活動 
陸前 高田 市 で 開催 。 | 等 を 行っ て いる 若者 、 女性 を 登壇 者 に 起用 する な ど し 、 
と 第 2 回 は 、 令 和 2 年 1 月 26 日 (A) | 若い 世代 の 視点 を 取り 入れ 、 多 様 な 世代 に 向け 参画 を 促 





















































に 「 い わ て 三陸 復興 フォ ー ラ ム 」 と 併 | すこ と が で きた 。 併 せ て 、 初 め て の 試み と し て 、 登 壇 者 






































せ て 、 盛 岡市 で 開催 。 | と 参加 者 が 意見 交換 する ポス ター 展示 ブー ス を 設置 し 、 
| 会 場内 の 交流 、 連 携 の 促進 を 図る こと が で きた 。 

【 関 連 事項 】 | (2) 課題 

三 際 防 災 復 興 シ ン ポジ ウム 2019 の 開催 | 新型 コロ ナ 福 に お いて 、 多 く の 方 々 に 本 塾 に 参加 いた 

と 第 1 回 6/1, 2 釜石 市 で 開催 | だ く た め 、 県 内 外 の 遠隔 地 等 か ら も 関心 を 寄せ て いた だ 




































































> 第 2 回 6/28、29 Ax CBA | ける よう 、 オ ン ラ イン の 活用 等 を 含め た 情報 発信 や 、 周 
と 第 3 回 7/19、20 大 船渡 市 で 開催 | 知 ・ 広 報 活動 に 力 を 入れ る 必要 が ある 。 
> 第 4 回 7/26, 27 宮古 市 で 開催 | 
























































(次 ペー ジ あ り ま す ) 
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3. 今後 の 活動 方 針 ・ 予 定 ュー 
( 令 和 2 年 度 の 活動 方 針 や 予定 に つい て 簡潔 に 記載 願い ます 。) 
(1) 目標 ・ 出 すべ き 成 果 
より 良い 復興 の 実現 に 向け 、 復興 に 関わ り た いと 考え て いる 多く の 方 々 に 復興 に 関す る 学び 

の 場 を 提供 する と と も に 、 参 加 さ れ た 方 々 の 交流 や 連携 を 促進 する 。 

(2) 活動 計画 
いわ て 復興 未来 塾 は 年 3 回 開催 する こと と し 、 開 催 に 当たっ て は 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 

の 影響 を 踏ま ほえ 、 感 染 防 止 対策 の 徹底 を 図り 、 開 催 規模 の 縮小 や リモ ー ト の 活用 、 テ レビ 媒体 

の 利用 な ど に より 、 復 興 の 姿 を 県 内 外 の 幅広 い 世 代 に 重層 的 に 発信 する 。 

第 1 回 : 令 和 2 年 8 月 23 日 (日 ) に 山田 町 及び 大 樋 町 で 開催 し た 。 

第 2 回 : 令 和 2 年 12 月 中 旬 に 県 外 フ ォ ー ラ ム (東京 ) に お いて 、 沿 岸 従 災 地 と つなぐ リモ ー 

ト 形 式 で 開催 予定 。 

第 3 回 : 令 和 3 年 1 月 下旬 に 盛岡 市 で 開催 予定 。 


















































































































































































































































































































































※ 当該 様式 は 令 和 元 年 度 総 会 時 の 作業 部 会 報告 資料 と 同じ 様式 と し て いま す 。 
具体 的 な 取組 が イメ ー ジ で きる よう 、 関 係 資 料 等 を 添付 いた だ きま す よ うお 願い し ます 。 
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信和 元 年 | | 』 


14:00~16:30 


陸前 高 高田 市 
キャ ピタ ル ホ テル 1000 

カメ リア プラ ザ ホ ー ル 
< く キャピ タル ホテ ル 1000> 


: 〒029- 2205 Ee eel 1 
5- abe F X 0192- 55- 3500 = 
















会 場 に 関す る 情報 や 会 場 周辺 の 地図 は こち ら か ら 
当 ご 覧 いた だ け ま す 。 

ご 使用 の 携帯 電話 か ら ご 覧 いた だ け な い 場合 は 、 
IRGAIPARE TE, 





= アデ = 


主催 : いわ て 未来 づく り 機 構 
お 問合せ 岩手 県 復興 局 復興 推進 課 TEL:019-629-6945 FAX:019-629-6944 E-mail:AJ0001@pref.iwate.jp 


徳山 日 出 男 氏 (政策 研究 大 学院 大 学 客員 教授 ) 


理 コ コーデ ィ ネ ー タ ー 
菅野 真美 恵 氏 (F M ね ま ら いん パー ソナ リティ ー) 
箇 ハネ リス ト 
山崎 麻里 子 氏 (中 越 メ モリ アル 回 廊 ア ン バ サ ダー) 
BP 浩貴 氏 (一 般 社団 法人 マル ゴト 陸前 高田 理事 ) 
佐藤 克美 氏 (気仙 沼 市 東日本 大 岩 災 遺構 ・ 伝 承 館 館長 ) 
還 コ メンテ デ テー ター 
徳山 日 出 男 氏 (基調 講演 者 ) 










徳山 日 出 男 氏 
(政策 研究 大 学院 大 学 客員 教授 ) 

岡山 県 出身 。 東京 大 学 工学 部 を 卒業 後 、 
旧 建 設 省 に 入 省 。 平成 23 年 の 東日本 大 
岩 災 時 、 東 北 地方 整備 局長 と し て 救命 、 
復旧 に 尽力 。 平成 27 年 7 月 か ら 平成 28 
年 6 月 まで 国土 交通 省 事 務 次 官 。 平成 
28 年 7 月 か ら 現職 。 


山崎 麻里 子 氏 (中 越 メモ リア ル 回 廊 アン バ サ ダ ー) 
新潟 県 長岡 市 出身 。 中 越 地 震 の 岩 災 伝 
承 、 復興 に 向け た 地域 づく り を 支援 する 「 中 
越 メ モリ アル 回 廊 」 の 整備 ・ 運 営 に 携わる 。 
自然 災害 を 経験 し た 全国 の 被災 地 と 連携 
を 図り な が ら 活 動 を 続け 、 現在 は 、 宮城 県 
仙台 市 に 移り 、 東北 の 震 災 伝承 に も 関わ 
る 。 


MPS 氏 (一 般 社団 法人 マル ゴト 陸前 高田 理事 ) 


久慈 市 出身 。 平成 25 年 の 夏 に 陸前 高 
田 に 移住 。 交流 人 口 や 移住 を 扱う 2 つの 
法人 の 役員 。 得意 分 野 は 民泊 、 空家 、 
郷土 芸能 、 祭り な と 暮らし の 匂い が する 
も の 。 空家 を 譲り 受け 、 レコ ゴー ド や CD、 
本 に 埋め 尽く され た 暮らし を し て いる 。 
































Se 
























菅野 真美 恵 氏 (FM ね ま 5 い ん バー ソナ リティ ー) 


大 船渡 市 出身 。 平成 27 年 か ら F M ね ま 
__ らい ん の パー ソナ リティ と し て 勤務 し て いる 。 
現在 は 、 朝 の 生放送 「 き 5 モニ ! | ( 水 ・ 
金曜 日 ) 、 お 昼 の 生放送 「 ね ま ラ ンチ DP 」 
(木曜 日 ) を 担当 し て いる 。 

















佐藤 克美 氏 
(RAUB AA RIE - ARERR) 
宮城 県 気仙 治 市 出身 。 昭和 61 年 気 
仙 治 市 役所 へ 入 店 。 平成 23 年 3 月 
SBR ARSE に 伴う 災害 等 廃棄 
物 処理 担当 。 平成 31 年 1 月 東日本 
大 震 災 遺構 ・ 伝 承 館 館 長 に 就任 。 


いわ て 復興 未来 塾 と は 


東日本 大 震 災 津 波 か ら の 復興 を 力強く 進め 
て いく た め に は 、 復 興 を 担う 個人 や 団体 な ど 
多様 な 主体 が 、 復 明 に つい て 幅広 く 教え 合い 、 
学び 合う と と も に 、 相 互 に 交流 や 連携 を し な 
が ら 、 復 興 の 推進 に - 和 生か し て いく こと が 求め 
られ ます 。 

この た め 、 岩 手 県 内 の 産学 官 の 連携 組織 
「 い わ て 未来 づく り 機構 」 で は 、 味 来 づ くり See ' 3 
= 人 づく り 」 と の 考え 方 の も と 、「 い わ て 復 盛岡 > 陸前 高田 の シャ トル バス (無料 ) 



























達 増 拓也 P 
Pe 興 未 来 塾 」 を 開催 し て いま す 。 se 
=e 情報 は こち ら か ら も ご 覧 いた だ け ま す 。 当日 は 、 盛 岡 ・ 陸 前 高田 間 往 復 バ ス を 運行 し ます 。 座 席 の 


ご 使用 の 携帯 電話 か ら ご 覧 いた だ け な い 場合 は 、 数 に 限り が あり ます の で 、 申 込み は お 早め に お 願い し ます 。 
DEE Tee, 、 
https://www.pref.iwate.jp/shinsaifukkou 経路 及び 発着 予定 時 


/fukkounougoki/event/index.html 4 » BSE 
を ど ご覧 くだ さい 。 往路 : 盛岡 駅 西口 8:15 発 一 岩手 県 庁 8:30 














高田 松原 津波 復興 祈念 公園 視察 11 : 20 て 12 : 20 
いわ て 虹 災 津波 アー カイ ブ へ 希望 ms ーー つ ア バッ セ た か た 12:40 へ 13:40 
ee REE A AMET: fot つ 会 場 着 13:45 
約 24 万 点 の 資料 を 検索 ・ 閲 覧 で きま す 。 NT 
http://iwate-archive.pref.iwate.jp/ Pk a ae 復路 : 会 場 発 16:40 つ 岩手 県 庁 19:30 つ 盛岡 駅 西口 19:45 着 





ご 覧 くだ さい 。 


問い 合わ せ 先 入 方 下記 の いずれ か の 方 法 で 申込 みく だ さい 。 


いわ て 未来 づく り 機 構 E-mail で 申込 み FAX 又は 郵送 で 申込 み 
(事務 局 : 岩手 県 復興 局 復 興 推進 課 ) 件 名 を 「 第 1 回 いわ て 復興 未来 塾 」 と し て 、 : 下記 の 「 参 加 申込 書 」 に 必要 事項 を ご 記入 の 


〒020-8570 盛岡 市 内 丸 10-1 igen a 
TEL : 019-629-6945 /FAX : 019-629-6944 ee eee Sg eee 


E-mail : AJ0001@Gpref.iwate.jp 
BRA (ふり が な ) 時 所 属 ・ 団 体 名 等 


画 住 所 画 電話 番号 ・FAX 
gexXx-ILYRLA a )\ARAOBR 


E-mal FAX 
第 1 回 いわ て 復興 未来 塾 参加 申込 書 


※ 郵 送 の 場合 は 締切 日 必着 で お 願い し ます 。 





ふり が な 所 属 e 
氏 名 団体 等 





〒 TEL 
住 所 FAX 


シャ トル バス 利用 の 有無 (どちら か に 〇 を つけ て くだ さい ) MAIL 


利用 する (乗車 場所 盛岡 駅 西口 / 県 店 ) 利用 し な い 


※ ご 記入 いた だ い 2 還 人 情報 は 、 個 人 情報 保護 法 に 基づき 、 他 の 用 途 に は 一 切 使用 し ませ ん 。 
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11:00~15:40 


ee 邊 会 ブ プログ ラム > 
山田 町 : 復 興 ま ち づ く り 状 況 視察 
大 植 町 : 事 例 報告 

復興 の 現場 (水門 ) 視 察 


く 事 例 報告 会 会 場 : 大 私 町 文化 交流 セン ター お し ゃ っ つ ち (定員 50 名 ) > 
〒028-1117 岩手 県 上 閉 伊 郡 大 梓 町 未 広 町 1 番 15 号 
TEL 0193-27-5181 / FAX 0193-27-5182 
交通 アク セス =P [AREER] KOHEBIOD 
会 場 に 関す る 情報 や 会 場 周 辺 の 地図 は こち ら か ら 
ご 覧 いた だ け ま す 。 な お 、 駐 車場 に は 限り が あり ま 
す の で 、 公 共 交 通 機関 を ご 利用 くだ さい 。 
https://www.town.otsuchi.iwate.jp/gyosei/docs/ 
374322.html 































11:00 ~ 12:10 





還 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 服部 真理 氏 
(や まだ ワン ダフ ル 体 験 ビュ ー ロ ー) 


13:30 ~ 15:00 大 棚町 事例 報告 


es] 会 服部 真理 氏 (や まだ ワン ダフ ル 体 験 ビュ ー ロ ー) 
還 事例 報告 
・ 大 樋 高 校 復興 研究 会 に よる 防災 絵本 の 発表 (高校 生 に よる 発表 ) 現 在 
・ オ ラン ダ 島 ハウス に お ける 山田 町 放課後 児童 クラ ブ ・ 子 育て 上 上 
サロ ン の 紹介 (山田 町 職員 に よる 報告 ) ic 





・ 大 棚 川 水門 ・ 小 締 川 水門 に 関す る 発表 
(沿岸 広域 振興 局 応援 職員 に よる 報告 ) 
箇 コメ ン テ デ テー ター 神谷 AE 氏 (お ら が 大 村 夢 広場 代表 理事 ) 


KAGE] 復興 の 現場 
15:10 ~ 15:40 ARBAIIIAKPS + /IB8) 117k PAS 













Are ; ee it TS 
沿岸 広域 振興 局 応援 職員 他 en BRE 見 りこ 現在 の 山 E 田 町 市 街 地 wei 





時 説明 


主催 : いわ て 未来 づく り 機 構 


お 問合せ : 岩手 県 復興 局 復興 推進 課 TEL:019-629-6945 FAX:019-629-6944 E-mail:AJ0001@pref.iwate.jp 






—Y-YIV KL ーー へ 由 ー ロ 


岩手 県 知事 








は っ と D まり 
服部 真理 氏 (や また ワンダフル 体験 ビュ ー ロ ー) 
東京 都 出身 。 平成 26 年 か ら 山田 町 復興 
支援 員 に 着任 。 山田 町 の 体験 型 観光 の 窓 
ロ 「 や まだ ワン ダフ ル 体 験 ビュ ー ロ ー」 を 担当 。 
新た な 観光 プロ グラ ム の 開発 や 旅行 会 社 へ 
の 営業 な ど 、 業務 は 多岐 に わた る 。 復興 ま 
ち 歩 き ツ アー 等 県 内 外 へ 山田 町 の 魅力 を 
発信 し て いる 。 

か みた に み お 

神谷 AE 氏 (( 一 社 ) ぉ 5 が 大 杉 夢 広場 代表 理事 ) 
名 古屋 市 出身 。 東日本 大 岩 秋 津波 発 災 
直後 より 大 航 町 で 復興 支援 に あたる 。 
2012 年 より 、 現在 代表 理事 を 務め る 「 お ら 
PAGE Lg ICE. 復興 ツー リズ ム 事 
業 の 展開 や 高校 生育 成 事業 、 今 年 4 月 よ 

りお し ゃ っ ち を 中 心 と し た 地域 活性 化 に も 挑 

戦中 。 


いわ て 復興 未来 塾 と は 


東日本 大 震 災 津波 か ら の 復興 を 力強く 進め 
て いく た め に は 、 復興 を 担う 個人 や 団体 な ど 
多様 な 主体 が 、 復興 に つい て 幅広 く 教え 合い 、 
学び 合う と と も に 、 相互 に 交流 や 連携 を し な 
が ら 、 復 興 の 推進 に 生か し て いく こと が 求め 
られ ます 。 
ご の た め 、 岩 手 県 内 の 産学 官 の 連携 組織 
「 い わ て 未来 づく り 機 構 ] で は 「 未 来 づ くり 








hat ke S 由 





伝え た いこ と soe. cenvener 








盛岡 発 の 往復 シャ トル バス (無料 ) の 


= 人 づく り 」 と の 考え 方 の も と 、「 い わ て 復 
達 増 拓也 興 未来 塾 」 を 開催 し て いま す 。 


新しい 生活 様式 に 配慮 し た 実施 に つい て 

・ 参加 者 の 皆様 は 、 検 温 、 マ スク の 着用 、 手 指 消毒 等 に 
ご 協力 を お 願い し ます 。 ス タッ フ も マス ク 着用 で 
業務 に あたり ます 。 

・ 事例 報告 会 場 で は 三 密 空間 を 避け る た め 、 
座席 数 を 減ら し 一 定 の 間隔 を 保ち ます 。 
また 、 扉 を 開け る な ど 換 気 に 努 め ま す 。 


問い 合わ せ 先 


いわ て 未来 づく り 機 構 

(事務 局 : 岩手 県 復興 局 復興 推進 課 ) 
〒020-8570 盛岡 市 内 丸 10-1 

TEL : 019-629-6945 /FAX : 019-629-6944 
E-mail : AJ0001@pref.iwate.jp 






ふり が な 





は) 


8 月 7 A ( 金 ) 





ご 案内 (乗車 定員 30 人 ) 


当日 は 、 盛 岡 か ら 現 地 ま で の 往復 バス を 運行 し ます 。 座 席 数 
に 限り が あり ます の で 、 申 込み は お 早め に お 願い し ます 。 


※ 乗 車 前 の 検温 、 手 指 消毒 、 マ スク 着用 に ご 協力 くだ さい 。 





大 禁 高 校 復興 研究 会 

Am ROMS Cd, 大 岩 災 の 教 
訓 を 伝え る 生徒 手づくり の 紙芝居 を まとめ 、 
DVD 付き 絵本 「 伝 えた いこ と あの 日 、 私 は 
小学 2 年 生 だ っ た 」 を 制作 し た 。 岩 災 を 経 
験 し て いな い 世 代 が 増え 、 紙芝居 形式 に よ 
り 手軽 に 何 度 も 読め る よう に 工夫 し な が ら 、 
岩 災 の 伝承 発信 に 取り 組ん で いる 。 


ささ き みち ほ 


佐々 木 美智 穂 助産 師 

(山田 町 健康 子ども 課 子 育て 世代 包括 支援 セン ター ) 
一 般 社団 法人 オラ ンダ 島 に よる 復興 支援 に 
より 2014 年 に 「 オ ラン ダ 島 八 ウ ス 」 が 完成 。 
現在 、 ここ を 拠点 に 放課後 児童 クラ ブ や 子 
育て サロ ン を 実施 し て いる 。 






















な か た に きょう すけ 
中 谷 6 技師 (静岡 県 派遣 
(沿岸 広域 振興 局 土木 部 復興 まち づく り 課 ) 

静岡 県 か ら の 応援 派遣 職員 と し て 沿岸 広 

域 振興 局 に 勤務 。 ABB) IIZK PS + 78) || 

水門 の 水門 土木 工事 の 監督 員 と し て 、 工 

事 設計 書 作 成 、 現 場 管 理 、 関 係 機関 調 

整 等 を 担当 。 

























座席 数 を 減ら す 等 の 感染 防止 を 図り 運行 し ます 。 








E-mail で 申込 み 

件 名 を 「 第 1 回 いわ て 復興 未来 塾 」 と し て 、 下 
記 の 必要 事項 を ご 記入 の 上 、 申 込み くだ さい 。 
BK (ふり が な ) 生 職 業 ・ 所 属 ・ 団 体 名 等 
画 住 所 ・ 電 話 番号 ・FAX 箇 メー ル ア ド レス 
参加 プロ グラ ム (下記 申込 書 参照 ) 

四 バ ス 利 用 の 有無 (乗車 場所 含む ) 


E-mail AJ0001@pref.iwate.jp 


下記 の いずれ か の 方 法 で 申込 みく だ さい 。 


【 往 路 】 盛岡 駅 西口 8:15 発 っ 岩手 県 庁 8:45 発 っ 陸中 山田 駅 っ 
BLY D5 ACE) + IMEE)IIZKPS 

【 復 路 】 大 樋川 ・ 小 錦川 水門 15:40 発 っ 岩手 県 本 18:00 着 っ 
盛岡 駅 西口 18:15 着 






FAX 又は 郵送 で 申込 み 


下記 の 「 参 加 申 込 書 」 に 必要 事項 を ご 記入 の 
上 、 申 込み くだ さい 。 


※ 郵 送 の 場合 は 締切 日 必着 で お 願い し ます 。 





FAX 


019-629-6944 


いわ て 復興 未来 塾 参加 申込 書 


職業 ・ 所 属 
団体 名 等 








〒 
住 所 


Tel 





Mail 





シャ トル バス 利用 の 有無 (どちら か に 〇 を つけ て くだ さい ) 








・ 利 用 する (乗車 場所 盛岡 駅 西口 ・ 県 庁 ) 
・ 利 用 し な い = 
定員 に 達し た 場合 、 ご 遠慮 いた だ く 場 合 が あり ます 。 * ARR 事例 報告 
RENE aoe 個人 情報 保護 法 に 基づき 、 他 の 用 途 に は 一 切 使用 し ませ ん 。 


参加 プロ グラ ム (参加 する も の に 〇 を つけ て くだ さい 。 複数 選択 可 ) 


・ 山 田町 復興 まち づく り 状 況 視察 


・ 大 横町 現場 (水門 ) 視察 








いわ て 未来 づく り 機 構 イノ ベー ショ ン 推 進 作業 部 会 の 


実績 報告 ・ 活 動 計画 


YI 
| 
人 


岩手 型 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 推進 に つい て 





BR: 古舘 Bz 担当 団体 : 科学 ・ 情 報 政 策 室 











報告 要旨 

Society5.0 の 目指 す 超 スマ ー ト 社会 を 見 据え 、 岩 手 県 科学 技術 イノ ベー ショ ン 指 針 に 基づき 、 
ドロ ー ン 物流 の 社会 実装 に 向け た 実証 実験 を 実施 する と と も に 、 持 続 可能 な 開発 目標 (SDG 
s) の 達成 に 向け て 、「 暮 らし x 遊 び X イ ノ ベ ー シ ョ ン 」 を テー マ に し た ワー クシ ョ ッ プ を 開 
催 し た 。 













































































































































































令 和 元 年 11 月 20 晶 第 1 回 作業 部 会 開催 
・ ワ ー ク ショ ッ プ 企画 案 、 先 進 地 視察 案 等 協議 
令 和 2 年 1 月 15 日 第 2 回 作業 部 会 開催 
・ ワ ー ク ショ ッ プ 企画 案 協 議 
令 和 2 年 2 月 13 日 第 3 回 作業 部 会 開催 
sae re eo PV 
令 和 2 年 3 月 18 日 第 4 回 作業 部 会 
・ ワ ー ク ショ ッ プ 開催 結果 報告 、 次 年 度 計画 案 協 議 
















































岩手 県 科学 技術 イノ ベー: | 画 ド ロー ン 物 流 実証 実験 
指針 に 基づく 文化 生活 面 へ の 社会 ・ 日 時 : 令 和 2 年 2 月 13 て 26 日 岩泉 町 
実装 、 経 済 分 野 へ の 展開 を 推進 "・ 内 容 : 携 帯電 話 網 を 活用 し た 目視 外 補 助 者 な し 自動 飛 
| 行 検証 
・ 成 果 : 22 回 飛行 し 18 回 成功 
※ 配送 し た 商品 : 岩泉 ヨー グル ト 、 龍 泉 洞 の 化 
| 粧 水 な ど ( 約 1kg) 。 
| 画 ワ ー ク ショ ッ プ 開催 
| ・ 日 時 : 令 和 2 年 2 月 22 日 ( 土 ) ノ 紫 波 町 
・ テ ー マ : 「 暮 らし x 遊 び X イ ノ ベ ー シ ョ ン 」 
・ 参 加 者 : 114 
・ 成 AR: 社会 課題 に 応じ た 科学 技術 の 活用 に 関し て 問題 
意識 を 共有 

































































































































































































































































3. 今後 の 活動 方 針 ・ 予 定 

as eee ee ey TE a a oer ee 
き 、 引 き 続 き ド ロー ン 物 流 の 社会 実装 に 向け た 実証 実験 を 実施 する と と も に 、 和 社会 課題 解決 に 
向け た 未来 技術 の 活用 に 関す る ワー クシ ョ ッ プ 開催 や 全国 に お ける 活用 事例 を 調査 し 、 本 県 に 
お ける 取組 の 方 向 性 に つい て 研究 を 進め る 。 
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いわ て 未来 づく り 機 構 子育て 支援 部 会 の 実績 報告 ・ 活 動 計画 


テー マ : 母 と 子 だ け で は な く 家 族 全 体 を 支え る 岩手 版 ネ ウ ボ ラ の 開発 





BR: 庄司 知恵 子 担当 団体 : 岩手 県 立 大 学 











報告 要旨 
平成 30 年 度 に 取り 組ん で きた 作業 か ら 、 制 度 が 整っ て いて も 、 仕 事 と 育児 の 両立 の 難し いと いう 現 
状 が 見 えて きた 。 そ の 背景 に は 「 職 場 の 雰囲気 」 が 大 きく 影響 する 点 も 各 活 動 を 通し て 見 えて きた 。 
そこ で 、 令 和 元 年 度 は 、 こ れ ま で の 活動 か ら 企業 に お ける 子育て 支援 体制 の あり 方 に つい て 検討 を 行 
っ た 。「 子 育て 支援 が 充実 し て いる 職場 の あり 方 」 を 柱 に 、「 子 育て 支援 環境 が 整っ た 企業 イン ター ン 
シッ プ 」 の 実施 、 イ ンタ ー ン シッ プ 了 協力 企業 と 働き 方 改革 の トッ プ を 走る サイ ボウ ス 株 式 会 社 を 交え て 
の 「 ワ ー ク ・ ラ イフ ・ バ ラン ス 推 進 セ ミナ ー」 を 実施 し た 。 こ れ ら 活動 を 通し て 、 県民 に 、 職 場 の 雰 囲 
気 を 改善 する こと の 重要 性 を 伝え る と 同時 に 、 次 世代 の 若者 た ち に 子育て と 仕事 の 両立 に つい て 考え る 
機会 を 提供 し た 。 
また 、 職場 環境 の 改善 に 努め て いる 企業 へ の 調査 を 通し て 、 さ ま ざ ま な 認証 取得 が 子育て 環境 の 整備 
だ け で は な く 、 子 育て の 理解 と いっ た 経営 側 ・ 管 理 職 の 意識 改善 に つなが っ て いる 点 を 明らか に し た 。 
と は いえ 、 職場 環境 の 改善 に 積極 的 に 努め て いる 企業 で さえ も 、 さ ま ざ ま な 活動 が 男性 の 育児 休暇 の 取 
得 の し や すさ に は な か な か 結び 付い て お ら ず 、 こ の 点 に つい て は 検討 すべ き 課 題 と し て 次 年 度 作業 ( 調 
査 ) に も 活か し て いく 予定 で ある 。 
次 年 度 は 、 地域 や 自治 体 に お ける 子育て 環境 の 整備 に つい て も 検討 する こと を 目的 と し て お り 、 その 
ヒン ト を 得る た め NZ 子育て 家庭 環境 視察 研修 2020 へ の 参加 、 看護 小 規模 多 機能 むく (佐賀 県 唐 
津 ) 視察 を 検討 し て いた が 、 コ ロナ 袖 に より キャ ン セ ル と な っ た 。 










































































































































































































































































































































































1 . 令 和 元 年 度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ トブ プッ ト ) 


























































































































令 和 元 年 4 月 ファ ミサ ポ プ ロ ジェ クト 検討 会 
令 和 元 年 5 月 子育て 支援 環境 が 整っ た 企業 に 特 化 し た イン ター ンシップ 先 訪問 ・ 学 
生 説 明 会 
令 和 元 年 7 月 7 日 岩手 県 立 大 学 男女 共同 参画 推進 シン ポジ ウム 
「 男 性 の 育児 休業 」 
令 和 元 年 8-9 月 イン ター ンシップ の 実施 
(株 式 会 社 タ カヤ ・ リ コー ジャ パン 株 式 会 社 岩手 支社 ) 
令 和 元 年 1 月 企業 に お ける 子育て 支援 体制 に つい て の 調査 
(384 事 業 所 対象 つ 139 件 回 収 (36.4%) ) 
令 和 元 年 11 月 23 日 ふる さと 発見 ! 大 交流 会 in IWATE2019 


「 い わ て オリ ジ ナ ル の イン ター ンシップ と 働き 方 改革 一 実は イケ て る い 
わ て の イン ター ンシップ ーー 企画 」 パ ネリ スト と し て の 参加 









































令 和 元 年 12 月 13 日 ワー ク ・ ラ イフ ・ バ ラン ス 推 進 セ ミナ ー 
「 あ な た の 育児 も 仕事 も 応援 し ます ! ! 一 職場 の 雰囲気 づく り っ て 、 ど う 














や っ て や れ ば いい の ? — | 
令 和 2 年 2 月 27-3 月 7 日 NZ 子育て 家庭 環境 視察 研修 2020 へ の 参加 
子ども ファ ー ス ト の 社会 に つい て つっ コ ロナ 福 に より キャ ン セ ル 
令 和 2 年 3 月 23 日 -25 日 看護 小 規模 多 機能 むく (佐賀 県 唐津 ) 視察 

入居 者 と 子育て 親子 の 交流 つつ コロ ナ 袖 に より キャ ン セ ル 
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2. 令 和 元 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 






① 企 業 に お ける 子育て 支援 の 究 囲 | の ワー ク ・ ラ イフ ・ バ ラン ス 推 進 セ ミナ ー「 あ な た の 育児 
気づく り | も 仕事 も 応援 し ます ! ! 一 職場 の 雰囲気 づく り っ て 、 ど う 
| や っ て や れ ば いい の ? 一 」 を 実施 。② の イン ター ンシップ 参 
加 企 業 と サイ ボウ ズ 株 式 会 社 の 参加 に より 、 さ ま ざ ま な 事 
例 を 交え な が ら パ ネル ディ スカ ッ シ ョ ン を 行い 、 好 評 を 得 
| Tes 
② 企 業 に お ける 子育て 支援 の 重要 © イン ター ンシップ in 東北 に お ける 「 子 育て 支援 環境 が 
性 に つい て の 理解 ・ 提 示 、 次 世代 | 整っ た 企業 に 特 化 し た イン ター ンシップ 」 を 実施 し た 。 
育成 | 参加 企業 に お いて は 、 自 分 の 職場 の 状況 を 知る 良い 機 
| 会 な り 、 子 育て 支援 環境 が 整っ た 企業 と し て の 周知 に 
も つなが っ た 。 参加 者 に お いて は 、 働 く こ と 自体 の 捉え 
| 直し や 、 子 育て に つい て 考え る 良い きっ か け と な っ た 。 
⑨③ 企 業 に お ける 子育て 支援 整備 状 | 企業 に お ける 子育て 支援 体制 に つい て の 調査 を 行っ た 。 
況 に つい て の 調査 ・ 分 析 | (384 事業 所 対象 つ 139 件 回 収 (36.4%) ) 
| 認証 取得 が 子育て 環境 の 整備 だ け で は な く 、 子 育て の 理解 と 
いっ た 経営 側 ・ 管 理 職 の 意識 改善 に つなが っ て いる 点 を 明 ら 
か に し た 。 と は いえ 、 職 場 環 境 の 改善 に 努め て いる 企業 で さ 
えも 、 さ ま ざ ま な 活動 が 男性 の 育児 休暇 の 取得 の し や すさ に 
は な か な か 結び 付い て お ら ず 、 こ の 点 に つい て は 、 検 討 すべ 
き 課題 と し て 残さ れ た 。 































































































































































































































































































3. 今後 の 活動 方 針 ・ 予 定 
地域 と 子育て の 在り 方 に つい て 検討 を する 。 
① 自 治 体 に お ける 子育て 支援 の 取組 に つい て の 調査 一 「 小 1 の 壁 」 に つい て 
滝沢 市 ・ 大 船渡 市 ・ 北 上 市 の 学童 に 通う 小学 校 1 年 生 の 保護 者 を 対象 と する 
② 地 域 に お ける 子育て 支援 の あり 方 に つい て 一 親子 と 地域 を つなぐ 幼 老 交流 
令 和 2 年度 ワー ク ・ ラ イフ ブフ ・ バ ラン ス 推 進 セ を ミナ ー 
「 子 育て & 働 く … そ し て 、 結 び 目 に な る 一 地域 の 子育て 拠点 と し て の 価値 を 作る 一 」 
12 月 4 日 ( 金 ) 岩手 県 立 大 学 講堂 に て 13 時 半 て 16 時 
: 講演 「 子 連れ 出勤 X 介 護 は 一 石 三島 だ っ た ! ~ 赤 ちゃ ん が いる 介護 現場 むく の 取り 組み ~」 
講師 : 佐賀 県 「 看 護 小 規模 多 機 能 む く 」 代表 佐伯 美智 子 氏 
第 二 部 : パ ネル ディ スカ ッ シ ョ ン  「 岩 手 で も や っ て みよ う よ 『! !」 

コー ディ ネー ター : 社会 福祉 学部 ・ 析 葉 英美 准 教 授 

NAVAL : 盛岡 「 第 二 の 我が家 」 理事 Ret A 

パネ リス ト : 仙台 「 ア ンダ ンチ 」 代表 福井 大 輔 氏 

パネ リス ト : 社会 福祉 学部 ・ 庄 司 知恵 子 准 教授 

コメ ン テ デ テー ター : 佐賀 「 看 護 小 規模 多 機能 むく 」 代表 佐伯 美智 子 氏 
③ 次 世代 と と も に 「 子 育て 」 に つい て 考え る 一 県 立 大 ・NZ 研 修 参加 予定 学生 と の 作業 
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令 和 元 年 度 ワ ー ク ・ ラ イフ ・ バ ラン ス 推 進 セ ミナ ー 





あな た の 育児 も 仕事 も 底 援 し ます !! 
職場 の 雰囲気 うく りつ うっ て 、 ど う や れ ば いい の ?~ 


1 開催 日 信和 元 年 1 の 13 ( 金 ) 13:30~16:00 
! 場 所 プラ ザ お で っ て 3 階 お で っ て ホー ル 参加 


Zs rere nee ・ 人 事 労 務 担 当 ーー 
『 参加 対象 一 般 労働 者 、 行 政 関係 者 、 そ の 他 、 『 ス ケ ジ ュ = ル 
ク ・ ラ イフ ・ バ ラン ス に 興味 の ある 13:00 受付 開始 





*: な た で も ご 参加 いた だ [ 13:30 開会 (主催 者 挨拶 ) 
BE 13:35 第 一 部 : 講 演 (講師 : 和 田 武 訓 区 
l= 員 100 名 (先着 順 ) 14:30 休憩 


14:35 _ 第 二 部 : パネ ルディ スカ ッ シ ョ シ 
| 申込 AF 法 裏面 の 参加 申込 書 に 必要 事項 を ご 記入 の 15:35 行政 説明 
上 、FAX また は メー ル で お 申し 込み 下さ い 。 16:00 閉会 


第 一 部 講演 講師 和田 武 訓 氏 (サイ ボウ ズ 株 式 会 社 チー ム ワ ー ク 総研 総括 ディ レク ター) 
演題 働き 方 の 変化 に 合わ せ た 組 織 の 進化 
へ ~ 100 人 100 通り の 働き 方 と は て 
最大 6 年 の 育児 休暇 制度 や 複 業 の 自由 化 な ど 先進 的 な 働き 方 で 知ら れる サイ ボウ ズ 。 
か つて 離職 率 289% と いう 時 代 が あり まし た 。 
働き 方 改革 を 成功 させ る た め の 鍵 と な る 「 働 き 方 の 多様 化 」 を 推進 する ポイ ント は 何 か 。 
サイ ボウ ズ の 事例 や 自身 の 育児 休暇 の 体験 談 を 元 に し な が ら 、 皆 さん と 共に 考え て いき ます 。 A hia 


画 プ ロフ ィ ー ル 


早稲 田 大 学 理 工学 部 卒業 後 、 サ イボ ウズ に 入社 。 一 度 転職 し 、 再 入社 。 

転職 経験 の 中 で 、 自 分 が 働く 上 で 大 事 に し て いる の が チー ム ワ ー ク や コミ ュ ニ ケー ショ ン だ と 気づき 、 チ ー ム ワー ク を 高め る 
ソリ ュー ショ ン 提 供 を し て いる サイ ボウ ズ で も う 一 度 チ ャ レン ジ し た いと 思っ た の が 再 入社 の 理由 の ひと つ 。 

営業 部 門 、 国 内 S MB 市 場 の マー ケティング 戦略 担当 を 経て 、2018 年 1 月 た り チ ー ム ワー ク 総 研 に て 総括 ディ レク ター を 担当 。 
「 サ イボ ウズ の 働き 方 改革 」 な ど を テー マ に 、 年 間 100 件 以上 の 講演 を 担当 し 、 自 ら の 出戻り 経験 や 育児 休暇 体験 を 元 に し た 、 
働き 方 改革 講演 が 人 気 。 


See e ee ee eR RRO RHEE RSET EEE TESTS EE EEE SESE EEE EEE EEEEE HEE EE EEE EEE SESE EEE EE EERE EEE EE ESE SEEEEEEEEEEEEEEEEEESEEESEEEEEEEEOSEDEEEEEE EEE HEHE HEHEHE REESE OE EEE HOHE ERE EH OES 


第 二 部 パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン 
子育て 支援 に 先進 的 に 取り 組ん で いる 企業 の 取り 組み を 聞き な が 今後 どの よう に 支援 環境 を 整え て いけ ば 
よい の か 、 皆 さん と 一 緒 に 考え て いき まし ょ う 。 


パネ リスト 株 式 会 社 タ カヤ (いわ て 子育て に や さ し い 企業 等 認証 取得 ・ い わ て 働き 方 改革 推進 運動 参加 企業 ) 
リコ ー ジ ャ パン 株 式 会 社 岩手 支社 (くる みん 認証 ・ い わ て 働き 方 改革 推進 運動 参加 企業 ・ い わ て 
働き 方 改革 AWARD2016 最 優秀 賞 受賞 ・ イ クボ ス 宣 言 
株 式 会 社 び 一 ぶる 盛岡 事業 所 (いわ て 働き 方 改革 推進 運動 参加 企業 ) 
コメ ン テ ー タ ー 和田 武 訓 氏 (サイ ボウ ズ 株 式 会 社 チー ム ワ ー ク 総研 総括 ディ レク ター) 
コー ディ ネー ター 庄司 知恵 子 氏 (岩手 県 立 大 学 社会 福祉 学部 准 教授 ) 


【 お 申込 ・ お 問合せ 先 】 
( 公 財 ) いき いき 岩手 支援 財団 総務 健康 支援 課 


盛岡 市 本 町 通 三 丁目 19-1 岩手 県 福祉 総合 相談 セン ター3 階 | 
TEL 019-626-0196 FAX 019-625-7494 ヒーMail : wlb@silverz.or. jp 








共 催 岩手 県 、 岩 手 県 立 大 学 





後 援 岩手 労働 局 、( 一 社 ) 岩手 県 経営 者 協会 、( 公 財 ) 岩手 労働 基準 協 云 、 若 手 県 社会 保険 労務 士 会 、 岩 手 県 男女 共同 参画 セン ター、 い わ て 未来 づく り 機構 
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いわ て 未来 づく り 機 構 ふる さと いわ て 創造 作業 部 会 の 実績 報告 ・ 活 動 計 画 


テー マ : 地元 大 学生 及び 首都 圏 大 学生 の 岩手 県 内 就職 の 促進 





座長 : 小野 寺 純 治 担当 団体 : 岩手 大 学 











報告 要旨 

「 ふ る さと いわ て 推進 協議 会 」 と 「 い わ て で 働 こ う 推 進 協議 会 」 等 と の 連携 に より 、 地 元 
大 学生 等 と 県 内 事業 所 と が 交流 を 行う 「 ふ る さと 発見 ! 大 交流 会 in Iwate2019」 を 実行 委員 
会 方 式 に より 開催 し た 。 ま た 、 地 域 で 働く こと と 暮らす こと を 学ぶ 「 地 域 志向 型 イ ンタ ー ン 
シッ プ 」 が 県 内 7 地域 で 開催 され た 。 

さら に 、 国 の C0C キ プロ ジェ クト 終了 後 の 対 応 に つい て 関係 者 と 協議 ・ 調 整 を 行い 、 大 交流 
会 は いわ て で 働 こ う 推 進 協議 会 が 、 地 域 志 向 型 イ ンタ ー ン シッ プ に つい て は 各 実 施 機関 が 継 
続 し て 実施 し て いく こと を 確認 し た 。 

な お 、COC+ す の レガ シー を 受け 継い で 地域 創 生 を 推進 する 組織 体 と し て 株 式 会 社 イ ノ ベ ー シ 
ョ ン ラ ボ 岩 手 を 設立 する た め の 関 係 者 調整 を 行っ た 。 



















































































































































































上 1 . 令 和 元 年 度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ トブ プッ ト ) 
【 学 生 と 県 内 事業 所 等 と の 交流 の 場 の 創出 】 
令 和 元 年 6 月 26 日 「 ふ る さと 発見 ! 大 交流 会 in Iwate」 令 和 元 年 度 第 1 回 実行 委員 会 
・ 規 約 、 開 催 方 針 、 出 展 要領 、 出 展 団体 公募 の 審議 ・ 決 定 
・ 学 生 実行 要員 会 の 活動 報告 



































































































































令 和 元 年 8 月 5 日 司 第 2 回 実行 要員 会 (メー ル 審 議 ) 
・ 出 展 団体 の 決定 と 追加 募集 

令 和 元 年 10 月 8 日 司 第 3 回 実行 要員 会 (メー ル 審 議 ) 
・ 追 加 出展 団体 の 決定 

令 和 元 年 11 月 1 日 司 第 4 回 実行 委員 会 




















・ 出 展 状況 と 会 場 配置 、 来 場 者 見 込み 、 出 展 団体 説明 会 実施 状況 報告 
・ 当 日 の スケ ジュ ー ル 確認 
令 和 元 年 11 月 23 晶 「 ふ る さと 発見 ! 大 交流 会 in Iwate2019」 開 催 
令 和 2 年 3 月 16 日 同 第 5 回 実行 委員 会 (メー ル 和 審議 ) 
「 ふ る さと 発見 ! 大 交流 会 in Iwate2019」 開 催 状況 、 収 支 報告 、 次 
年 度 以降 の 開催 に つい て 協議 
【 地 域 志 向 型 イ ンタ ー ン シッ プ の 推進 】 
令 和 元 年 4 月 岩泉 町 で 本 イン ター ンシップ を 企画 し て きた 穴 田 光 宏 氏 を 岩手 大 学 
客員 准 教授 に 委嘱 し 、 各 地域 で の 開催 状況 を 情報 収集 
穴 田 客員 准 教授 が 二戸 、 功 巻 、 岩 泉 、 花 巻 、 釜 石 、 北 上 、 一 関 で の 開 
催 に 合わ せ て 現地 ヒア リン グ を 実施 
令 和 2 年 1 月 28 日 地域 志向 型 イ ンタ ー ン シッ プ 情 報 交 換 会 を 開催 































































































































































































令 和 元 年 8 月 ~ 9H 
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Iwate2019 の 開催 




















進 


地域 志向 型 イ ンタ ー ン シッ プ の 推 | 
| 花巻 、 釜 石 、 北 上 、 一 関 の 7 
| シッ プ が 開催 され 、56 各 
| が 参加 し た 。 開催 地 は 


SMR EG 
| 151 


| あっ た 。 ま た 、 出 展 
| 高校 生 の 参加 が 期待 する ほど 伸び ず 、 今 後 の 課題 と な っ 
Vee 
地域 志向 型 イ ンタ ー ン シッ プ は 、 二 戸 、 葛 巻 、 岩 泉 、 
地域 で 地域 志向 型 イ ンタ ー ン 
(うち 15 和 名 が 県 外 学 生 ) の 学生 
E 々 増加 し て いる が 、 各 地域 で の 
| 開催 方 法 等 に ば ら つ き が 大 きく な っ て き て お り 、 参 カ 
| る た め に 各地 域 で の 開催 状況 の 確認 
| し 、 グ ッ ド プラ クティ ス の 情報 を 共有 する た め 、 各 地域 


| の 主催 者 及び 行政 関係 者 が 出席 し た 情報 交換 会 を 開催 し 





| 生 の 学び の 向上 を 図 
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評価 (アウ トカ ム ) 





| 中 の EL 
| 151 の 出展 団体 と 1, 463 名 の 来場 者 が 交流 し た 。 その 結果 、 
来場 者 の 満足 度 は 96.89% (非常 に 満足 35.6%%、 滴 足 
(61.2%) で あり 、 来 年 度 以降 の 











































開催 を 望む 者 は 95.1% で 


の 満足 度 は 75% で あっ た 。 し か し 、 
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3. 今後 の 活動 方 針 ・ 予 定 





































































































J 治 体 ・NPO 等 と の 連携 に より 彼ら の 活 




















※ (株 ) イノ ベー ショ ン ラ ボ 冊 手 の : 














業 を 実施 し て いる 。 
































岩手 県 の 「 令 和 2 年 度 起 業 家人 材 育成 事業 」 を 受託 し 、8 





















































スク ー ル (イノ スク ) 」 及 び 「 イ ノ ス ク +」 を 開催 し て 学 4 





作業 部 会 の 活動 と し て は 令 和 元 年 度 を も っ て 終了 し た が 、 部 会 で 取り 組ん で きた 事業 は 、 
関係 機関 等 に お いて 発展 的 に 継承 され 、 実 施さ れ て いく こと と な っ た 。 

作業 部 会 等 で の 活動 か ら 見 えて きた 地域 振興 の 主体 と し て の 若者 へ の 地域 か ら の } 
える た め 、 賛 同 す る 企業 や 個人 の 出資 に より 株 式 会 社 イ ノ ベ ー シ ョ ン ラ ボ 岩 
ノ ベ ー テ ィ ブ な 思考 を 行う 学生 の 育成 や 学生 を スタ ッ フ と し て 雇用 し 、 媒 手 県 内 外 の 企業 や 
ほ m の 場 を つく り 広 げ て いく こと と し て いる 。 

舌 動 状況 


待 に 応 
E を 設立 し て イ 


| 未 か ら 「 い わ て イノ ベー ショ ン 


=] 








・ 社 会 人 を 対象 と し た 人 材 育 成 ョ 
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いわ て イノ ベー ショ ンス クー ル の 教育 シス テム 全体 像 

基本 的 に 、 毎 週 土曜 日 に 開催 する 「A : 基礎 講座 | と 「B : 現地 フィ ー ル ドス タ 

Hi ie ga as Mae a 平日 開催 の 「 多 様 な 地域 リー ダー 
言 ら う ク ロス トー ク 」| 「 講 座 の 補習 |] に よっ て 、 よ り ア イデ ィ ア に 厚み を 持た せ 
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A: 
[イノ ベー ショ ン 基 礎 講座 | 最終 的 な アプ ト プ ッ ト 
(土曜 開催 ) 
イノ ベー ショ ンプ ラン 作成 
「 グ ルー プ ワ ー ク | 
[個人 の ビジ ネス プラ ン | 












Bes 
[現地 フィ ー ル ドス タデ ィ 」 
6 エリ ア か ら 岩 手 を 知る 

(土日 開催 ) 
















ワー ク 形 成 や 多角 的 な 


ネッ 
Tie ィ ア の 醸成 


ッ ト 
イデ 







受講 生 お よび に C: [イノ ベー ショ ンス クー ル +|」 (平日 開催 ) 
キ ポ ボス タタ 卒 塾生 等 So = = ee a | 
若手 リー ダー 層 向 け 上 習 で 講座 内 容 の 理解 を 増進 させ る 「 キ ャ ッ チ アッ プ サ ロ ン 」 


























A:「 イ ノ ベ ー シ ョ ン 基 礎 講座 」 の 構成 に つい て 










広大 で 深淵 な 情報 の 海 、 eee > あら ゆる 観点 で の 

の コミ ュ ニ ケー ショ ン か ら 、 課 題 を 整理 し 、 』 mm 』 ョ Ares な が 【 
独創 性 を 勝ち 取る 。 「 社 会 状況 と の つ Aas) J | 
その た め の 「 考 える 力 」 を 掴む 。 . を 理解 し て いく 


複雑 に 絡み 合う 課題 が わか る 。 
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養う 。 デ ジタル トラ ンス フォ ー メ ーション 、 ソ ゃ 
サエ ティ 5.0、SDGs、 カ ルチャ ー ト レン ド 、 平 成 © 上 2 
まで に 積み 残 EE ale 時 代 を 切り Ee i 課題 の 本 質 を 発見 し 
く 新 サー ビス .…。 各 テー マ と 関係 の 深い リー ダー Sek BY pin a7 = eae 
i onel eas oO 創造 的 な 解決 アイ ディ ア を 導く 
6 
oC 
る 
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pasa xine CDRA TIVE 


マネ ジメント や オペ レー ショ ン 誰 を ター ゲッ ト に する か ? 

を 想定 し た 「 社 会 実装 可能 な 事 持続 可能 な 利益 モデ ル か ? 

業 構想 | = ビジ ネス プラ ン に リソー ス は どう 確保 する か ? .… 等 々 
アイ ディ ア の 原石 を 磨き 上 げ る 。 
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学び と つなが り を 加速 する 平日 開催 の 
[イノベーション スク ー ル +」 


運営 体制 と コラ ボ MIU の 施設 を 十分 に 活用 
で きる 利点 を 生か し 、 土 曜 の 講座 だ け で な 
く 、 平 日 固定 曜日 に 「 イノベーション ス 
クー ル + 」 と いう 「 集 える 場 づ くり 」 を 開 
催し ます 。 





「 イ ノ ベ ー シ ョ ンス クー ル +」 で 開催 する 2 つの テーマ 


や イノ ベー ショ ンク ロス トー ク ② キ ャ ッ チ アッ プ サ ロ ン 
ヨ ヨ ロロ Sea fe = El 

県 内 ・ 岩 手 県 出身 の 起業 経験 者 Be eee ee ae 

aaa ee enna = 力 等 は な か な か 身 に つか な いと 

等 を お 招き し 、 オ ン ラ イン ノ オ eal A 

フラ イン で の クロ スト ー ク 企画 そこ で 「 補 習 」「 予 習 」 を 行え 

を 実施 し ます 。 


る 場 を つく り ま す 。 
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